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　　　りす組

たかはしれいかさん
　（天水島　大海屋）

だっ二してくれるお父さん

幽

　　媚蔭
　　　りす組
たかはしのりゆきくん
　　（湯本坂新）（生年月日）

山でお魚つりするお父さん

曜閉庁
11日・25日

8日・22日

　
　
　
月
月

土
7
8

※出生・死亡・婚姻の届はできます

自然に親しむ運動

7月1日～8月20日

おめでた（幽生）

4・6。19

卓哉ちゃん　井川勝博さんの長男

　　　　　　　　　　（新山）

額三

▼
6
月
の
で
き
ご
と

3
日
9
日
n
日
　
集
落
総
代
会

15　12
日　日

29　27　25　24　20
日　日　日　日　日

瓜ぺ

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

東
川
ト
ン
ネ
ル
貫
通
式

　
　
　
　
　
（
転
作
）

町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
夜
間
・
12
日
も
有
）

献
血
（
安
高
松
之
山
分
校
）

総
合
検
診
（
1
9
日
ま
で
）

特
老
ホ
ー
ム
地
鎮
祭

親
子
映
画
の
夕
べ

町
消
防
団
半
日
訓
練

6
月
定
例
議
会

健
康
マ
ラ
ソ
ン

農
業
委
員
会
総
会

▼
7
月
”
日
～
8
月
1
0
日
の
予
定

21　18　16　15　14

日日日日日
2826
日　日52日日

町
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

デ
イ
・
ケ
ア

綱
引
き
大
会

親
子
映
画
の
夕
ベ

リ
ハ
ビ
リ
教
室
（
合
同
）

献
血
（
役
場
）

参
議
院
議
員
選
挙
投
票
日

学
童
親
善
水
泳
大
会

乳
ガ
ン
検
診

第
十
七
回
町
民
体
育
大
会

リ
ハ
ビ
リ
教
室
（
合
同
）

編
集
後
記

　
七
月
を
迎
え
て
も
寒
い
日
が
続
き
、

稲
の
成
育
状
態
も
あ
ま
り
良
く
な
い

よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
梅
雨
明
け
前
の
大
雨
に
よ

る
災
害
も
心
配
で
す
。

　
稲
が
順
調
に
育
つ
よ
う
梅
雨
が
早

く
明
け
、
暑
い
日
が
続
く
と
良
い
で

す
ね
。

　
さ
て
、
2
6
日
は
参
議
院
議
員
選
挙

投
票
日
で
す
。

　
当
日
都
合
の
悪
い
方
は
役
場
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
棄
権

を
せ
ず
投
票
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　
8
月
2
日
に
は
町
民
体
育
大
会
が

行
わ
れ
ま
す
の
で
、
体
に
十
分
気
を

つ
け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤

七
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一
日
の
人
口

総
人
口
／
三
、
六
七
二
（
　
一
）

　
　
男
／
一
、
八
〇
三
（
　
三
）

　
　
女
／
一
、
八
六
九
（
▲
二
）

世
帯
数
／
一
、
一
五
二
（
　
二
）

（
）
内
は
六
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
七
月
号

平
成
四
年
七
月
十
日
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
　
費
〇
一
孟
五
九
－
六
－
一
二
二
二
一

編
集
／
総
務
課

広報

『

19928月号（Nα198）

蘭醤薯IT晦顧
　
　
　
血

薩
蹴
顎

（町民体育大会）

：、ゼ　メレ　ン　岬“㌣』鱗匹　、

選手も応援団も力が入った綱引き

轡
．

幽幽、今月号の話題

創
矯
嘗
懸
二

2・3

4・5
　　　　6

　　　　7

　　　　8

10。11

　　・・13

　　…14

　　・・16

松之山町交通安全フェア・

第17回町民体育大会一…

町消防大会・…

参議院議員通常選挙・・…

学童親善水泳大会…一

7月のフォトニュース・…

知っておきたい年金知識・

集落探訪（新田）9一

公民館だより・…D・

糊
婚
、
藪

欝鵡

浦田小学校全児童による「はねこ」（町民体育大会）
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コ
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鯉
響
通
事
故
の
な
い
町
を

　
　
　
趨

　
　
　
　
瀬
之
画
町
交
通
安
全

　
　
　
嬰
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
七
日
午
後
、
町
民
グ
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
松
之
山
町
交
通
安
全
フ
ェ
ア
が
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
ま
し
た
。
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47も

気灘曜

で

　　刷聯－1　　　一　一　　1噸』丁「『』一直・　　　　　F卜・己1飛羅雛鯉珂シ

　子供たちが書いた交通安全メッセージ付きの風船が一斉に上げられ、

色とりどりの風船が南の方へ流れていきました．子供たちの喚声は風船

が見えなくなるまで聞えました。

プ
三
奪
－
、
3
罵
岳
量
暑
播
響
琴

フ
ェ
ア

　
梅
雨
の
時
期
で
天
候
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
参
加
者
の
願
い
が
通
じ

た
の
か
最
後
ま
で
雨
は
降
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
開
会
式
が
始
ま
る
午
後
　
時
ご
ろ

に
は
、
小
中
学
生
・
保
育
園
児
・
一

般
の
方
な
ど
約
五
〇
〇
名
が
集
合
し
、

新
潟
県
警
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
。
ハ
ト

カ
ー
な
ど
を
出
迎
え
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し

て
佐
藤
利
幸
町
農
協
組
合
長
が
「
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
、
事
故
の
な
い
町

に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
の
交
通
安
全
宣
言
が
長

沢
幸
雄
交
通
安
全
協
会
松
之
山
支
部

長
に
よ
っ
て
力
強
く
宣
言
さ
れ
ま
し

た
。
　
宣
言
文
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
交
通
事
故
は
人
々
の
努
力
に
よ
っ

て
防
ぐ
こ
と
の
で
き
る
人
災
で
す
。

　
町
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
願
い
を
結

集
し
て
人
命
を
茸
重
し
、
交
通
事
故

の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り

を
誓
い
、
こ
こ
に
松
之
山
町
の
交
通

安
全
を
宣
言
す
る
。

　
交
通
安
全
指
導
で
は
、
保
育
園
児

ダミー人形が車にはねられた瞬問

2

と
小
学
校
低
学
年
は
交
通
安
全
教
育

の
腹
話
術
と
人
形
劇
、
小
学
校
高
学

年
と
中
学
生
は
自
転
車
の
正
し
い
乗

り
方
、
一
般
の
方
は
バ
イ
ク
の
安
全

走
行
と
三
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
一

人
ひ
と
り
自
転
車
や
バ
イ
ク
に
乗
っ

て
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　
事
故
の
実
演
で
は
、
ダ
ミ
ー
人
形

を
使
っ
て
歩
行
者
の
と
び
出
し
事
故
、

ダ
ン
プ
カ
ー
と
自
転
車
で
大
型
車
の

左
折
巻
き
込
み
事
故
を
実
演
し
ま
し

た
Q　

歩
行
者
の
と
び
出
し
事
故
で
は
、

　
幾

．
惣
・

恩

時
速
四
〇
㎞
位
で
も
人
形
が
十
m
も

飛
ば
さ
れ
、
見
て
い
た
子
供
た
ち
か

ら
大
き
な
悲
鳴
が
聞
え
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
県
警
音
楽

隊
と
カ
ラ
ー
ガ
ー
ズ
に
よ
る
ド
リ
ル

演
奏
が
行
わ
れ
、
軽
快
な
リ
ズ
ム
と

華
麗
な
フ
ラ
ッ
グ
（
旗
）
さ
ば
き
に
盛

大
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
㌧
．
凡
。

　
閉
会
式
で
は
、
子
供
た
ち
が
書
い

た
交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
の
風

船
が
一
斉
に
上
げ
ら
れ
、
色
と
り
ど

り
の
風
船
が
南
の
方
へ
流
れ
て
い
き

ま
し
た
。

左側通行と右折の練習を繰り返えしました

　
な
お
、
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
の

風
船
を
拾
っ
た
方
か
ら
、
子
供
た
ち

の
と
こ
ろ
へ
手
紙
が
来
て
い
る
そ
う

で
す
。

　
夏
休
み
期
間
中
は
、
暑
さ
に
よ
る

疲
労
、
学
校
か
ら
の
解
放
、
帰
省
や

レ
ジ
ャ
ー
交
通
の
増
加
等
に
よ
り
交

通
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

　
今
回
の
フ
ェ
ア
で
誓
っ
た
交
通
事

故
の
な
い
町
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
る

町
づ
く
り
の
た
め
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

交通指導員から一人ひとり指導を受けました

翫
藤
」

銀
徽
漁
餌
、

セ
、
p

べ
》鋸

哩7㌃黒
曜響

クイズ形式で子供たちに交通ルールを

教えた巡視員さん

　
　
　
　
嚢

　
　
　
　
　
　
　
　
膨
奏

　
　
　
　
　
　
　
　
齢
演

声
　
　
、
趣
ハ
嫌
岱
る

離
一
　
湯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕊
野
　
　
と

☆
藏
　
　
隊

、
繰
、
ヤ
㌧

、
騨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
訟
藻
鱒
．
饗
顎
，
響

　
　
　
　
　
　
F
　
　
　
』

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

　
　
　
　
　
『
　
　
　
　
p
　
　
　
　
　
　
『

嘉
燕
鑛

3
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1
一
〇
〇
』
1

　
八
月
二
日
町
民
グ
ラ
ン
ド
で
、
第

卜
七
回
町
民
体
育
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
昨
年
は
雨
の
た
め
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
、
今
年
は
暑
く
も
寒
く
も
な

い
絶
好
の
大
会
口
和
と
な
り
ま
し
た
。

　
開
会
式
は
松
里
小
学
校
の
鼓
笛
隊

演
奏
で
始
ま
り
、
選
手
役
員
の
入
場

行
進
、
浦
田
地
区
の
本
山
勉
君
、
本

山
ゆ
り
え
さ
ん
に
よ
る
聖
火
入
場
・

点
火
と
続
き
、
松
之
山
地
区
の
高
沢

雄
基
君
が
力
強
い
選
手
宣
誓
を
し
ま

し
た
。

　
競
技
は
地
区
対
抗
の
一
〇
〇
m
競

争
か
ら
始
ま
り
、
各
地
区
か
ら
選
ば

れ
た
小
・
中
・
高
校
生
が
健
脚
を
競

い
ま
し
た
。

　
紅
白
玉
入
れ
は
二
回
行
わ
れ
、
一

回
目
と
二
回
目
の
順
位
が
す
べ
て
異

な
る
大
接
戦
で
し
た
。

　
新
種
目
の
「
さ
あ
、
ど
っ
ち
？
」

は
O
か
×
で
答
え
る
ク
イ
ズ
形
式
で
、

正
解
す
る
と
一
つ
前
進
し
、
五
問
全

部
正
解
す
る
と
ゴ
ー
ル
で
き
ま
す
。

　
問
題
は
「
私
の
体
重
が
八
五
㎏
以

上
あ
る
と
思
う
人
は
○
、
な
い
と
思

う
人
は
×
」
と
い
う
よ
う
に
、
カ
ン

の
良
い
人
、
運
の
強
い
人
が
次
々
に

前
進
し
ま
し
た
。

　
五
問
全
部
正
解
者
は
一
五
〇
名
中

卜
九
名
、
全
問
不
正
解
者
は
さ
す
が

せ
ん
で
し
た
。

　
ナ
イ
ス
ド
リ
ブ
ル
ナ
イ
ス
ス
ロ
ー

リ
レ
ー
は
、
ど
こ
に
転
が
っ
て
い
く

か
わ
か
ら
な
い
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
を

慎
重
に
ド
リ
ブ
ル
し
て
い
ま
し
た
。

　
毎
回
力
が
入
る
綱
引
き
は
、
各
地

区
の
応
援
団
が
選
手
の
す
ぐ
そ
ば
ま

で
来
て
大
き
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。

　
長
縄
と
び
は
三
組
の
合
計
回
数
で

順
位
が
決
ま
り
、
三
組
と
も
安
定
し

た
力
を
発
揮
し
た
布
川
地
区
が
一
位

と
な
り
ま
し
た
。

　
長
縄
と
び
が
終
る
と
婦
人
会
の
皆

（単f立　：、点、）種目別得点及び成績表

」1■嚢

＼

＼
＼ 地区
種　目　　＼

松之山 三　省 松　里 布　川 浦　田

100m競　　争 10 7 22 16 17

紅白玉入れ 8 8 12 14 18

さあ、どっち 8 12 20 4 16

ナイスドリブノレ
ナイススyコー一

20 12 6 6 16

砲　丸　投　げ 6 6 10 10 4

綱　　引　　　き lo 10 20 10 15

長　縄　と　び 16 4 12 20 8

縄ないリレー 8 4 12 20 16

女子　リ　レ・一 4 8 20 12 16

男子リ　レー 16 8 20 12 4

合　　　計 106 79 154 124 130

総　合　成　績 4　位 5　位 優　勝 3　位 準優勝

’

なかなか真っすぐに進まないラグビー　　、

娑・・茨スス吸ゾ

書
膠
、

　
母
鼎
輿

さ
ん
に
よ
る
民
謡
お
ど
り
と
な
り
、

交
通
安
全
の
願
い
を
込
め
た
黄
色
い

布
を
手
に
持
っ
た
約
四
〇
〇
名
の
方

が
松
之
山
甚
句
を
お
ど
り
ま
し
た
。

　
つ
づ
い
て
、
浦
田
小
学
校
全
児
童

に
よ
る
「
は
ね
こ
」
が
披
露
さ
れ
、

扇
子
を
上
手
に
操
る
子
供
た
ち
に
盛

大
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
縄
な
い
リ
レ
ー
は
年
季
の
は
い
っ

蘇
、
．

　
　
惹
罫
，

帽
磁
，

警
嶽
．
…

鵬
灘

轟
「
・
・

グ
　
　
　
　
　
　
　
　
搾

詳
　
～
詩
『
芸
　
　
塵

　
ミ
　
　
　
　
　
ニ

　
　
　
ヘ
、
蕪

』
．

写謄

た
腕
前
の
人
が
多
く
、
四
地
区
が
十

m
を
越
え
る
激
戦
で
し
た
。

　
最
後
は
地
区
対
抗
リ
レ
ー
で
、
こ

の
順
位
で
総
合
成
績
が
決
ま
る
た
め

応
援
に
も
熱
が
入
り
ま
し
た
。

　
男
女
と
も
選
手
層
が
厚
い
松
里
地

区
が
一
位
と
な
り
、
追
い
す
が
る
浦

田
・
布
川
地
区
に
二
十
点
以
上
の
差

を
つ
け
優
勝
し
ま
し
た
。

磯．鎗

嚥

　
な
お
、
近
年
は
総
合
成
績
の
地
区

順
位
が
ほ
ぼ
確
定
し
て
お
り
、
松
里

地
区
の
優
勝
、
布
川
・
浦
田
地
区
の

二
・
三
位
争
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
最
も
人
口
の
少
な
い
三
省

地
区
と
人
口
の
多
い
松
之
山
地
区
で

は
約
四
倍
の
差
が
あ
り
ま
す
が
、
得

点
で
は
大
差
な
く
三
省
地
区
の
頑
張

り
が
目
立
ち
ま
す
。

　
澱
漏

欝
滋

・
懸

ヤ

L
懸
’
映
肇

畿

鞭
「
・

～
こ
・

繁

7
“
、
｝
』

　　　　　　　，P、　　叉級

天挙難だった

　　唾λれ．ゑタ

類f
卿『，

’
酬

滋
，
瘤
鰹
禰 襲

、
藷惣

簾纏翻羅　　鍵　’』藤1撫灘

羅饗瓢鰍ダ
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l
N
o
o
ト
ー

　
梅
雨
空
の
七
月
五
日
午
後
、
町
民

グ
ラ
ン
ド
で
町
消
防
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
昨
年
ま
で
の
三
年
間
は
想
定
演
習

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
四
年

ぶ
り
の
消
防
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
は
閲
団
入
場
行
進
か
ら
始
ま

り
、
四
中
隊
に
分
か
れ
て
観
閲
者
の

観
閲
を
受
け
ま
し
た
。

　
演
習
の
最
初
は
人
員
姿
勢
服
装
の

点
検
で
、
中
隊
長
の
指
揮
に
よ
り
整

列
し
た
団
員
を
一
人
ひ
と
り
点
検
し

ま
し
た
。

　
点
検
が
終
わ
る
と
部
隊
訓
練
と
な

り
、
小
隊
長
の
指
揮
に
よ
り
隊
列
を

く
ず
さ
な
い
見
事
な
部
隊
訓
練
を
披

露
し
ま
し
た
。

　
演
習
の
最
後
は
ポ
ン
プ
操
法
で
、

自
動
車
ポ
ン
プ
は
第
四
分
団
第
二
機

動
隊
、
小
型
ポ
ン
プ
は
第
八
・
九
分

団
が
担
当
し
ま
し
た
。

　
自
動
車
ポ
ン
プ
操
法
ば
五
人
で
二

線
延
長
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
は
四
人

で
一
線
延
長
と
な
り
ま
す
。

　
限
ら
れ
た
時
間
内
に
ホ
ー
ス
を
展

開
す
る
の
で
動
作
に
無
駄
が
な
く
、

全
力
で
走
り
ま
わ
る
操
法
員
た
ち
に

盛
大
な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
演
習
が
終
る
と
無
火
災
集
落
の
表

彰
が
あ
り
、
総
代
さ
ん
に
表
彰
状
と

金
一
封
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
た
集
落
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▼
七
十
年
無
火
災
表
彰

　
曽
根
・
新
田

▼
六
十
年
無
火
災
表
彰

　
　
L
之
山

▼
十
年
無
火
災
表
彰

　
　
松
之
山
・
東
川

　
な
お
、
町
内
に
は
百
年
を
超
え
る

無
火
災
集
落
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　
火
災
は
、
大
切
な
家
や
財
産
を
一

瞬
の
う
ち
に
灰
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
火
災
の
原
因
を
良
く
調

べ
る
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
で
防

げ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
火
災
は
天
災
で

は
な
く
人
災
だ
と
い
う
こ
と
を
肝
に

銘
じ
、
無
火
災
記
録
が
一
日
も
長
く

続
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

譲
泌
、
畿
融
き
ー
■

人員姿勢服装の点検を受ける団員

灘
、

癖　
魑
幾

　
m
無
～

翻
殉

．
略
即

ゴ
コ

　
一
＝

　
．
層

■　噌

贈

　　　　機敏な動作でホースを展開した

　　　　第　2櫛皆さん3

iir瓢　 一
、
漏

丁一」■■

ま

ll曝

融

隊列がくずれなかった部隊訓練

6

真島一男氏・大渕絹子氏当選新潟選挙区

保守復調・ミニ政党健闘比例代表
　
梅
雨
明
け
直
後
の
七
月
二
十
六
日
、

第
十
六
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
選
挙
は
国
連
平
和
維
持
活

動
（
P
K
O
）
協
力
法
が
争
点
と
な

り
ま
し
た
が
、
三
年
前
の
消
費
税
問

題
の
よ
う
な
生
活
に
密
着
し
た
争
点

が
な
か
っ
た
た
め
、
全
国
が
五
〇
・

八
％
、
新
潟
県
が
五
五
・
O
％
と
過

去
最
低
の
投
票
率
と
な
り
ま
し
た
。

　
松
之
山
町
の
投
票
率
は
前
回
を
若

干
上
回
る
八
四
・
三
％
で
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
有
権
者
意
識
の
高
さ
が
伺

え
ま
し
た
。

　
新
潟
選
挙
区
で
は
、
自
民
党
の
真

島
一
男
氏
と
社
会
党
の
大
渕
絹
子
氏

が
二
回
目
の
当
選
を
果
し
ま
し
た
。

　
松
之
山
町
で
は
真
島
氏
が
七
割
近

い
得
票
率
で
圧
勝
し
、
他
の
三
候
補

を
寄
せ
付
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
な
お
、
今
回
の
選
挙
で
は
真
島
氏

と
共
産
党
の
村
田
一
男
氏
の
名
前
が

同
じ
た
め
、
単
に
「
一
男
」
等
と
記

さ
れ
た
票
は
得
票
率
に
よ
り
接
分
さ

れ
ま
し
た
。

　
新
潟
選
挙
区
の
松
之
山
町
の
結
果

は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

　
ま
た
、
比
例
代
表
の
投
票
者
総
数

は
新
潟
選
挙
区
と
同
じ
二
、
五
三
五
人

で
し
た
が
、
無
効
投
票
者
が
一
三
〇

人
（
票
）
も
あ
り
ま
し
た
。

　
比
例
代
表
の
松
之
山
町
の
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
自
由
民
主
党
一
、
三
七
一
票
、
日
本

社
会
党
三
二
二
票
、
日
本
共
産
党
二

八
五
票
、
公
明
党
二
〇
四
票
。

　
　
　
　
（
主
な
政
党
の
み
掲
載
）

　
全
国
的
に
は
保
守
が
復
調
し
、
ミ

ニ
政
党
の
日
本
新
党
が
参
院
選
初
挑

戦
で
四
議
席
を
獲
得
し
ま
し
た
。

貴重な一票を大切に

　　　（浦田保育所で）

松之山町の結果（新潟選挙区

投票区別最終有権者数・投票者数・投票率

投票区 最終有権者数 投票者数 投票率

1 611人 486人 79．54％

2、 182 154 84．62

3 69 60 86．96

4 105 96 91．43

5 160 138 86．25

6 762 630 82．68

7 89 81 91．01

8 220 192 87．27

9 71 64 90．14

10 93 80 86．02

11 24 22 91．67

12 83 76 91．57

13 426 358 84．04

14 113 98 86．73

最終有権者数 3，008人

投票者総数 2，535人

有効投票者数 2，486人

無効投票者数 49人

投　票　率

男　84．89％

女　83．70％

計　84．28％

松之山町の結果（新潟選挙区

村田一男 357．173票 14．37％

真島一男 1，701．826票 68．46％

大渕絹子 404　　票 16．25％

北村寿孝 23　　票 0．92％

合　　計 2，485．999票 100　％

村田一男氏、真島一男氏の端数は接分による
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梅
雨
空
の
七
月
五
日
午
後
、
町
民

グ
ラ
ン
ド
で
町
消
防
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
昨
年
ま
で
の
三
年
間
は
想
定
演
習

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
四
年

ぶ
り
の
消
防
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
は
閲
団
入
場
行
進
か
ら
始
ま

り
、
四
中
隊
に
分
か
れ
て
観
閲
者
の

観
閲
を
受
け
ま
し
た
。

　
演
習
の
最
初
は
人
員
姿
勢
服
装
の

点
検
で
、
中
隊
長
の
指
揮
に
よ
り
整

列
し
た
団
員
を
一
人
ひ
と
り
点
検
し

ま
し
た
。

　
点
検
が
終
わ
る
と
部
隊
訓
練
と
な

り
、
小
隊
長
の
指
揮
に
よ
り
隊
列
を

く
ず
さ
な
い
見
事
な
部
隊
訓
練
を
披

露
し
ま
し
た
。

　
演
習
の
最
後
は
ポ
ン
プ
操
法
で
、

自
動
車
ポ
ン
プ
は
第
四
分
団
第
二
機

動
隊
、
小
型
ポ
ン
プ
は
第
八
・
九
分

団
が
担
当
し
ま
し
た
。

　
自
動
車
ポ
ン
プ
操
法
ば
五
人
で
二

線
延
長
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
は
四
人

で
一
線
延
長
と
な
り
ま
す
。

　
限
ら
れ
た
時
間
内
に
ホ
ー
ス
を
展

開
す
る
の
で
動
作
に
無
駄
が
な
く
、

全
力
で
走
り
ま
わ
る
操
法
員
た
ち
に

盛
大
な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
演
習
が
終
る
と
無
火
災
集
落
の
表

彰
が
あ
り
、
総
代
さ
ん
に
表
彰
状
と

金
一
封
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
た
集
落
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▼
七
十
年
無
火
災
表
彰

　
曽
根
・
新
田

▼
六
十
年
無
火
災
表
彰

　
　
L
之
山

▼
十
年
無
火
災
表
彰

　
　
松
之
山
・
東
川

　
な
お
、
町
内
に
は
百
年
を
超
え
る

無
火
災
集
落
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　
火
災
は
、
大
切
な
家
や
財
産
を
一

瞬
の
う
ち
に
灰
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
火
災
の
原
因
を
良
く
調

べ
る
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
で
防

げ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
火
災
は
天
災
で

は
な
く
人
災
だ
と
い
う
こ
と
を
肝
に

銘
じ
、
無
火
災
記
録
が
一
日
も
長
く

続
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

譲
泌
、
畿
融
き
ー
■

人員姿勢服装の点検を受ける団員

灘
、

癖　
魑
幾

　
m
無
～

翻
殉

．
略
即

ゴ
コ

　
一
＝

　
．
層

■　噌

贈

　　　　機敏な動作でホースを展開した

　　　　第　2櫛皆さん3

iir瓢　 一
、
漏

丁一」■■

ま

ll曝

融

隊列がくずれなかった部隊訓練
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真島一男氏・大渕絹子氏当選新潟選挙区

保守復調・ミニ政党健闘比例代表
　
梅
雨
明
け
直
後
の
七
月
二
十
六
日
、

第
十
六
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
選
挙
は
国
連
平
和
維
持
活

動
（
P
K
O
）
協
力
法
が
争
点
と
な

り
ま
し
た
が
、
三
年
前
の
消
費
税
問

題
の
よ
う
な
生
活
に
密
着
し
た
争
点

が
な
か
っ
た
た
め
、
全
国
が
五
〇
・

八
％
、
新
潟
県
が
五
五
・
O
％
と
過

去
最
低
の
投
票
率
と
な
り
ま
し
た
。

　
松
之
山
町
の
投
票
率
は
前
回
を
若

干
上
回
る
八
四
・
三
％
で
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
有
権
者
意
識
の
高
さ
が
伺

え
ま
し
た
。

　
新
潟
選
挙
区
で
は
、
自
民
党
の
真

島
一
男
氏
と
社
会
党
の
大
渕
絹
子
氏

が
二
回
目
の
当
選
を
果
し
ま
し
た
。

　
松
之
山
町
で
は
真
島
氏
が
七
割
近

い
得
票
率
で
圧
勝
し
、
他
の
三
候
補

を
寄
せ
付
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
な
お
、
今
回
の
選
挙
で
は
真
島
氏

と
共
産
党
の
村
田
一
男
氏
の
名
前
が

同
じ
た
め
、
単
に
「
一
男
」
等
と
記

さ
れ
た
票
は
得
票
率
に
よ
り
接
分
さ

れ
ま
し
た
。

　
新
潟
選
挙
区
の
松
之
山
町
の
結
果

は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

　
ま
た
、
比
例
代
表
の
投
票
者
総
数

は
新
潟
選
挙
区
と
同
じ
二
、
五
三
五
人

で
し
た
が
、
無
効
投
票
者
が
一
三
〇

人
（
票
）
も
あ
り
ま
し
た
。

　
比
例
代
表
の
松
之
山
町
の
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
自
由
民
主
党
一
、
三
七
一
票
、
日
本

社
会
党
三
二
二
票
、
日
本
共
産
党
二

八
五
票
、
公
明
党
二
〇
四
票
。

　
　
　
　
（
主
な
政
党
の
み
掲
載
）

　
全
国
的
に
は
保
守
が
復
調
し
、
ミ

ニ
政
党
の
日
本
新
党
が
参
院
選
初
挑

戦
で
四
議
席
を
獲
得
し
ま
し
た
。

貴重な一票を大切に

　　　（浦田保育所で）

松之山町の結果（新潟選挙区

投票区別最終有権者数・投票者数・投票率

投票区 最終有権者数 投票者数 投票率

1 611人 486人 79．54％

2、 182 154 84．62

3 69 60 86．96

4 105 96 91．43

5 160 138 86．25

6 762 630 82．68

7 89 81 91．01

8 220 192 87．27

9 71 64 90．14

10 93 80 86．02

11 24 22 91．67

12 83 76 91．57

13 426 358 84．04

14 113 98 86．73

最終有権者数 3，008人

投票者総数 2，535人

有効投票者数 2，486人

無効投票者数 49人

投　票　率

男　84．89％

女　83．70％

計　84．28％

松之山町の結果（新潟選挙区

村田一男 357．173票 14．37％

真島一男 1，701．826票 68．46％

大渕絹子 404　　票 16．25％

北村寿孝 23　　票 0．92％

合　　計 2，485．999票 100　％

村田一男氏、真島一男氏の端数は接分による
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学
童
親
善
水
泳
大
会

　
七
月
二
十
八
日
町
民
プ
ー
ル
で
、

第
二
十
二
回
松
之
山
町
学
童
親
善
水

泳
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
四
年
生
以
上
の
全
児
童
が
参
加
し
、

プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
は
各
校
の
テ
ン
ト

が
張
ら
れ
、
一
生
懸
命
泳
ぐ
選
手
た

ち
に
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
学
年
・
男
女
・
種
目
別
と

細
か
く
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

一
位
の
方
の
み
掲
載
し
ま
し
た
。

　
㊥
は
新
記
録
を
表
し
ま
す
。

　
ま
た
、
学
年
関
係
な
し
の
二
五
m

バ
タ
フ
ラ
イ
の
一
位
は
男
女
と
も
東

川
小
で
、
男
子
が
六
年
生
の
小
野
塚

和
志
君
（
2
0
秒
7
2
）
、
女
子
が
五
年

生
の
小
野
塚
沙
織
さ
ん
（
2
2
秒
0
3
）

で
し
た
。

◎
四
年
生
男
子

▼
二
五
m
自
由
形

　
佐
藤
俊
之
（
浦
田
）
　
　
24
秒
5
8

▼
五
〇
m
自
由
形

　
島
田
　
昂
（
松
里
）
　
　
4
5
・
3
8

▼
一
〇
〇
m
自
由
形

　
小
野
塚
大
輔
（
東
川
）
1
分
5
3
秒
6
0

▼
二
五
m
平
泳
ぎ

　
小
野
塚
哲
史
（
束
川
）
　
3
6
・
3
5

▼
五
〇
m
平
泳
ぎ

　
島
田
　
昂
（
松
里
）

▼
一
〇
〇
m
平
泳
ぎ

　
高
橋
正
作
（
松
里
y
2

▼
二
五
m
背
泳
ぎ

　
小
野
塚
純
也
（
東
川
）

▼
五
〇
m
背
泳
ぎ

　
谷
口
滋
康
（
浦
田
）
1

◎
四
年
生
女
子

▼
二
五
m
自
由
形

　
樋
口
智
代
（
松
之
山
）

▼
五
〇
m
自
由
形

　
小
野
塚
真
沙
子
（
東
川
）

▼
一
〇
〇
m
自
由
形

　
久
保
田
忍
（
浦
田
）
2

▼
二
五
m
平
泳
ぎ

　
小
野
塚
良
美
（
東
川
）

▼
五
〇
m
平
泳
ぎ

　
竹
内
恵
美
（
浦
田
）
1

▼
一
〇
〇
m
平
泳
ぎ

57
・
6
7

16
・
5
1

28
・
8
2

・
0
8
鉱

51

22

・
32

47
・
8
9

㎝
・
2
6

29

・
H

07

・
97

　
南
雲
あ
ゆ
み
（
浦
田
）
2
・
3
0
・
1
9

▼
二
五
m
背
泳
ぎ

　
小
野
塚
千
穂
（
東
川
）

▼
五
〇
m
背
泳
ぎ

　
久
保
田
忍
（
浦
田
）
1
・

　
社
会
福
祉
法
人
東
頸
福
祉
会
で
は
、

平
成
五
年
四
月
一
日
湯
山
に
オ
ー
プ

ン
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
不

老
閣
」
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
老
人
福
祉
に
熱
意
の
あ
る
方
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
職
員
採
用
の
基
本
方
針

　
老
人
を
真
に
理
解
し
、
常
に
温
か

い
愛
情
を
も
っ
て
そ
の
介
護
等
職
務

に
専
念
し
、
社
会
福
祉
事
業
に
関
す

る
熱
意
と
能
力
を
有
す
る
人
を
採
用

す
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
ま
す
。

▼
応
募
で
き
る
人
の
居
住
範
囲

　
東
頸
城
郡
内
六
町
村
及
び
中
魚
沼

郡
津
南
町
・
中
里
村
の
い
ず
れ
か
に

住
所
ま
た
は
本
籍
を
有
し
、
か
つ
通

勤
可
能
な
人
に
限
り
ま
す
。

▼
履
歴
書
の
受
付
期
間

　
平
成
四
年
七
月
十
五
日
（
水
）
か
ら

八
月
二
十
日
（
木
）
ま
で
。

　
持
参
、
郵
送
の
い
ず
れ
で
も
結
構

で
す
が
、
郵
送
の
場
合
は
八
月
二
十

日
ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の
を
有
効

と
し
ま
す
。

▼
応
募
の
方
法

①
市
販
の
履
歴
書
に
記
入
の
う
え
、

　
社
会
福
祉
法
人
東
頸
福
祉
会
へ
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
履
歴
書
は
不
備
の
な
い
よ
う
に
ご

　
注
意
く
だ
さ
い
。

②
履
歴
書
を
郵
送
す
る
場
合
は
、
封

　
筒
の
表
に
「
履
歴
書
在
中
」
と
朱

30

44

14

91

◎
五
年
生
男
子

▼
五
〇
m
自
由
形

　
村
山
卓
也
（
松
里
）
　
㊨
3
7
・
8
2

▼
一
〇
〇
m
自
由
形

　
村
山
卓
也
（
松
里
）
㊨
1
・
3
0
・
8
2

▼
五
〇
m
平
泳
ぎ

　
涌
井
喜
夫
（
松
之
山
）
　
5
5
・
8
1

▼
ア
O
O
m
平
泳
ぎ

　
涌
井
喜
夫
（
松
之
山
）
2
・
0
5
・
5
7

▼
五
〇
m
背
泳
ぎ

　
田
辺
孝
一
（
松
之
山
）
1
・
0
6
・
1
4

◎
五
年
生
女
子

▼
五
〇
m
自
由
形

　
小
野
塚
沙
織
（
東
川
）
㊨
3
6
・
0
5

▼
一
〇
〇
m
自
由
形

　
小
野
塚
沙
織
（
東
川
）
㊨
1
・
2
2
・
9
2

▼
五
〇
m
平
泳
ぎ

　
南
雲
智
子
（
浦
田
）
　
⑮
4
9
・
9
8

▼
一
〇
〇
m
平
泳
ぎ

　
高
橋
佳
代
（
松
里
）
2
・
0
0
・

▼
五
〇
m
背
泳
ぎ

　
大
見
千
恵
子
（
東
川
）
　
55

　
書
し
て
く
だ
さ
い
。

③
履
歴
書
の
本
人
希
望
欄
に
、
希
望

　
職
種
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
採
用
選
考
の
方
法

　
当
法
人
の
理
事
長
が
委
嘱
す
る
委

員
で
構
成
す
る
「
職
員
採
用
選
考
委

員
会
」
を
設
け
、
選
考
し
ま
す
。

▼
採
用
選
考
日

　
第
一
次
選
考
（
書
類
）
九
月
上
旬

　
第
二
次
選
考
（
面
接
）
九
月
中
旬

▼
第
二
次
選
考
会
場

　
松
之
山
町
役
場
と
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
第
一
次
選
考
合

　
格
者
に
直
接
通
知
し
ま
す
。

▼
合
格
者
の
内
定
お
よ
ぴ
通
知

　
九
月
下
旬
に
合
格
者
本
人
に
直
接

　
通
知
し
ま
す
。

▼
勤
務
場
所

　
松
之
山
町
松
之
山
一
〇
二
八
－
八

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
不
老
閣
」

▼
給
与

　
当
法
人
の
定
め
る
給
与
規
則
に
よ

　
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
及
び
郵
送
先

　
〒
九
四
二
－
一
四

　
東
頸
城
郡
松
之
山
町
松
之
山

　
　
松
之
山
町
役
場
内

　
社
会
福
祉
法
人
東
頸
福
祉
会

　
君
9
蓋
五
九
；
六
ー
三
一
一
二
一

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
五
六
番
）

職員の採用職種、採用予定数、応募資格等

　要イ藩

0125

一誕誰出諺逆
　　　のタッチ風景

◎
六
年
生
男
子

▼
五
〇
m
自
由
形

　
関
根
　
浩
（
東
川
）
　
⑮
3
5
・
4
2

▼
一
〇
〇
m
自
由
形

　
小
野
塚
和
志
（
東
川
）
1
・
2
3
・
1
2

▼
五
〇
m
平
泳
ぎ

　
小
野
塚
稔
（
東
川
）
　
　
4
7
・
8
4

▼
一
〇
〇
m
平
泳
ぎ

　
小
野
塚
稔
（
東
川
）
1
・
4
7
・
1
7

▼
五
〇
m
背
泳
ぎ

　
片
石
俊
介
（
浦
田
）
　
⑮
4
8
・
5
0

◎
六
年
生
女
子

▼
五
〇
m
自
由
形

　
村
山
久
美
（
松
里
）
　
　
3
7
・
8
7

▼
一
〇
〇
m
自
由
形

　
佐
藤
友
紀
（
浦
田
）
㊥
1
・
2
2
・
7
6

▼
五
〇
m
平
泳
ぎ

　
佐
藤
友
紀
（
浦
田
）
　
㊥
4
6
・
0
3

▼
｝
O
O
m
平
泳
ぎ

　
高
沢
喬
子
（
松
里
）
1
・
5
0
・
7
5

▼
五
〇
m
背
泳
ぎ

　
村
山
久
美
（
松
里
）
　
　
4
9
・
32

◎
二
〇
〇
m
リ
レ
ー

▼
男
子

▼
女
子

東東
川川

AA
㊨

22
4546

6305

職　　　種
採用予定数 応　　　　募　　　　資　　　　格

主な職務内容 そ　の　他
正　規 パート 資　　　　格・免　　　　許 年　　　齢

（平5．4．1現在）

事　務　員

　名

2
高校卒業程度以上の学力を有するか
または卒業見込みの人で、自動車運
転免許、ワープロ技術所有の人

18～50歳
庶務、会計経理（複式簿

記）その他の業務

男子は宿直が

あります。

生活指導員

　名

1
　名

1
高校卒業程度以上の学力を有するか
または卒業見込みの男子で、自動車
運転免許所有の人

18～50歳
入所者の生活向上のため
の指導、相談、その他の
業務

宿直がありま

す。

看　護　婦

准看護婦

　名

2
　名

1
看護婦、または准看護婦免許を有す

る人
18～50歳

入所者の看護、介護業務

生活指導、その他の業務

早出・遅出が

あります。

寮　　　父

寮　　　母
　16

名程度

　名

1
健康で老人の介護に耐える体力と熱

意のある人
i8～50歳

入所者の介護、生活指導
生活記録、生活相談、そ
の他の業務

夜間勤務があ

ります。

管理栄養士

栄　養　士
若干名

管理栄養士、または栄養士の資格を

有する人
18～50歳

入所者の栄養管理、調理
指導、衛生指導、その他

の業務

男子は宿直が

あります。

調　理　員 　4

名程度

　名

1
健康で調理に対する知識と熱意のあ

る人
18～50歳

給食調理業務、その他の

業務

早出・遅出が

あります。

運転手兼
介　助　員

若干名

　名

1
健康で大型自動車運転免許を有する

男子
18～50歳

運転業務、入所者の介護

業務、その他の業務

宿直がありま

すQ

雑　務　員

　名

1 自動車運転免許所有の人 18～60歳 雑用業務、その他の業務

宿　目　直

代　行　員

　名

2 18～60歳 宿日直代行業務

89



ー
8
』
ー

学
童
親
善
水
泳
大
会

　
七
月
二
十
八
日
町
民
プ
ー
ル
で
、

第
二
十
二
回
松
之
山
町
学
童
親
善
水

泳
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
四
年
生
以
上
の
全
児
童
が
参
加
し
、

プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
は
各
校
の
テ
ン
ト

が
張
ら
れ
、
一
生
懸
命
泳
ぐ
選
手
た

ち
に
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
学
年
・
男
女
・
種
目
別
と

細
か
く
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

一
位
の
方
の
み
掲
載
し
ま
し
た
。

　
㊥
は
新
記
録
を
表
し
ま
す
。

　
ま
た
、
学
年
関
係
な
し
の
二
五
m

バ
タ
フ
ラ
イ
の
一
位
は
男
女
と
も
東

川
小
で
、
男
子
が
六
年
生
の
小
野
塚

和
志
君
（
2
0
秒
7
2
）
、
女
子
が
五
年

生
の
小
野
塚
沙
織
さ
ん
（
2
2
秒
0
3
）

で
し
た
。

◎
四
年
生
男
子

▼
二
五
m
自
由
形

　
佐
藤
俊
之
（
浦
田
）
　
　
24
秒
5
8

▼
五
〇
m
自
由
形

　
島
田
　
昂
（
松
里
）
　
　
4
5
・
3
8

▼
一
〇
〇
m
自
由
形

　
小
野
塚
大
輔
（
東
川
）
1
分
5
3
秒
6
0

▼
二
五
m
平
泳
ぎ

　
小
野
塚
哲
史
（
束
川
）
　
3
6
・
3
5

▼
五
〇
m
平
泳
ぎ

　
島
田
　
昂
（
松
里
）

▼
一
〇
〇
m
平
泳
ぎ

　
高
橋
正
作
（
松
里
y
2

▼
二
五
m
背
泳
ぎ

　
小
野
塚
純
也
（
東
川
）

▼
五
〇
m
背
泳
ぎ

　
谷
口
滋
康
（
浦
田
）
1

◎
四
年
生
女
子

▼
二
五
m
自
由
形

　
樋
口
智
代
（
松
之
山
）

▼
五
〇
m
自
由
形

　
小
野
塚
真
沙
子
（
東
川
）

▼
一
〇
〇
m
自
由
形

　
久
保
田
忍
（
浦
田
）
2

▼
二
五
m
平
泳
ぎ

　
小
野
塚
良
美
（
東
川
）

▼
五
〇
m
平
泳
ぎ

　
竹
内
恵
美
（
浦
田
）
1

▼
一
〇
〇
m
平
泳
ぎ

57
・
6
7

16
・
5
1

28
・
8
2

・
0
8
鉱

51

22

・
32

47
・
8
9

㎝
・
2
6

29

・
H

07

・
97

　
南
雲
あ
ゆ
み
（
浦
田
）
2
・
3
0
・
1
9

▼
二
五
m
背
泳
ぎ

　
小
野
塚
千
穂
（
東
川
）

▼
五
〇
m
背
泳
ぎ

　
久
保
田
忍
（
浦
田
）
1
・

　
社
会
福
祉
法
人
東
頸
福
祉
会
で
は
、

平
成
五
年
四
月
一
日
湯
山
に
オ
ー
プ

ン
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
不

老
閣
」
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
老
人
福
祉
に
熱
意
の
あ
る
方
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
職
員
採
用
の
基
本
方
針

　
老
人
を
真
に
理
解
し
、
常
に
温
か

い
愛
情
を
も
っ
て
そ
の
介
護
等
職
務

に
専
念
し
、
社
会
福
祉
事
業
に
関
す

る
熱
意
と
能
力
を
有
す
る
人
を
採
用

す
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
ま
す
。

▼
応
募
で
き
る
人
の
居
住
範
囲

　
東
頸
城
郡
内
六
町
村
及
び
中
魚
沼

郡
津
南
町
・
中
里
村
の
い
ず
れ
か
に

住
所
ま
た
は
本
籍
を
有
し
、
か
つ
通

勤
可
能
な
人
に
限
り
ま
す
。

▼
履
歴
書
の
受
付
期
間

　
平
成
四
年
七
月
十
五
日
（
水
）
か
ら

八
月
二
十
日
（
木
）
ま
で
。

　
持
参
、
郵
送
の
い
ず
れ
で
も
結
構

で
す
が
、
郵
送
の
場
合
は
八
月
二
十

日
ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の
を
有
効

と
し
ま
す
。

▼
応
募
の
方
法

①
市
販
の
履
歴
書
に
記
入
の
う
え
、

　
社
会
福
祉
法
人
東
頸
福
祉
会
へ
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
履
歴
書
は
不
備
の
な
い
よ
う
に
ご

　
注
意
く
だ
さ
い
。

②
履
歴
書
を
郵
送
す
る
場
合
は
、
封

　
筒
の
表
に
「
履
歴
書
在
中
」
と
朱

30

44

14

91

◎
五
年
生
男
子

▼
五
〇
m
自
由
形

　
村
山
卓
也
（
松
里
）
　
㊨
3
7
・
8
2

▼
一
〇
〇
m
自
由
形

　
村
山
卓
也
（
松
里
）
㊨
1
・
3
0
・
8
2

▼
五
〇
m
平
泳
ぎ

　
涌
井
喜
夫
（
松
之
山
）
　
5
5
・
8
1

▼
ア
O
O
m
平
泳
ぎ

　
涌
井
喜
夫
（
松
之
山
）
2
・
0
5
・
5
7

▼
五
〇
m
背
泳
ぎ

　
田
辺
孝
一
（
松
之
山
）
1
・
0
6
・
1
4

◎
五
年
生
女
子

▼
五
〇
m
自
由
形

　
小
野
塚
沙
織
（
東
川
）
㊨
3
6
・
0
5

▼
一
〇
〇
m
自
由
形

　
小
野
塚
沙
織
（
東
川
）
㊨
1
・
2
2
・
9
2

▼
五
〇
m
平
泳
ぎ

　
南
雲
智
子
（
浦
田
）
　
⑮
4
9
・
9
8

▼
一
〇
〇
m
平
泳
ぎ

　
高
橋
佳
代
（
松
里
）
2
・
0
0
・

▼
五
〇
m
背
泳
ぎ

　
大
見
千
恵
子
（
東
川
）
　
55

　
書
し
て
く
だ
さ
い
。

③
履
歴
書
の
本
人
希
望
欄
に
、
希
望

　
職
種
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
採
用
選
考
の
方
法

　
当
法
人
の
理
事
長
が
委
嘱
す
る
委

員
で
構
成
す
る
「
職
員
採
用
選
考
委

員
会
」
を
設
け
、
選
考
し
ま
す
。

▼
採
用
選
考
日

　
第
一
次
選
考
（
書
類
）
九
月
上
旬

　
第
二
次
選
考
（
面
接
）
九
月
中
旬

▼
第
二
次
選
考
会
場

　
松
之
山
町
役
場
と
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
第
一
次
選
考
合

　
格
者
に
直
接
通
知
し
ま
す
。

▼
合
格
者
の
内
定
お
よ
ぴ
通
知

　
九
月
下
旬
に
合
格
者
本
人
に
直
接

　
通
知
し
ま
す
。

▼
勤
務
場
所

　
松
之
山
町
松
之
山
一
〇
二
八
－
八

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
不
老
閣
」

▼
給
与

　
当
法
人
の
定
め
る
給
与
規
則
に
よ

　
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
及
び
郵
送
先

　
〒
九
四
二
－
一
四

　
東
頸
城
郡
松
之
山
町
松
之
山

　
　
松
之
山
町
役
場
内

　
社
会
福
祉
法
人
東
頸
福
祉
会

　
君
9
蓋
五
九
；
六
ー
三
一
一
二
一

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
五
六
番
）

職員の採用職種、採用予定数、応募資格等

　要イ藩

0125

一誕誰出諺逆
　　　のタッチ風景

◎
六
年
生
男
子

▼
五
〇
m
自
由
形

　
関
根
　
浩
（
東
川
）
　
⑮
3
5
・
4
2

▼
一
〇
〇
m
自
由
形

　
小
野
塚
和
志
（
東
川
）
1
・
2
3
・
1
2

▼
五
〇
m
平
泳
ぎ

　
小
野
塚
稔
（
東
川
）
　
　
4
7
・
8
4

▼
一
〇
〇
m
平
泳
ぎ

　
小
野
塚
稔
（
東
川
）
1
・
4
7
・
1
7

▼
五
〇
m
背
泳
ぎ

　
片
石
俊
介
（
浦
田
）
　
⑮
4
8
・
5
0

◎
六
年
生
女
子

▼
五
〇
m
自
由
形

　
村
山
久
美
（
松
里
）
　
　
3
7
・
8
7

▼
一
〇
〇
m
自
由
形

　
佐
藤
友
紀
（
浦
田
）
㊥
1
・
2
2
・
7
6

▼
五
〇
m
平
泳
ぎ

　
佐
藤
友
紀
（
浦
田
）
　
㊥
4
6
・
0
3

▼
｝
O
O
m
平
泳
ぎ

　
高
沢
喬
子
（
松
里
）
1
・
5
0
・
7
5

▼
五
〇
m
背
泳
ぎ

　
村
山
久
美
（
松
里
）
　
　
4
9
・
32

◎
二
〇
〇
m
リ
レ
ー

▼
男
子

▼
女
子

東東
川川

AA
㊨

22
4546

6305

職　　　種
採用予定数 応　　　　募　　　　資　　　　格

主な職務内容 そ　の　他
正　規 パート 資　　　　格・免　　　　許 年　　　齢

（平5．4．1現在）

事　務　員

　名

2
高校卒業程度以上の学力を有するか
または卒業見込みの人で、自動車運
転免許、ワープロ技術所有の人

18～50歳
庶務、会計経理（複式簿

記）その他の業務

男子は宿直が

あります。

生活指導員

　名

1
　名

1
高校卒業程度以上の学力を有するか
または卒業見込みの男子で、自動車
運転免許所有の人

18～50歳
入所者の生活向上のため
の指導、相談、その他の
業務

宿直がありま

す。

看　護　婦

准看護婦

　名

2
　名

1
看護婦、または准看護婦免許を有す

る人
18～50歳

入所者の看護、介護業務

生活指導、その他の業務

早出・遅出が

あります。

寮　　　父

寮　　　母
　16

名程度

　名

1
健康で老人の介護に耐える体力と熱

意のある人
i8～50歳

入所者の介護、生活指導
生活記録、生活相談、そ
の他の業務

夜間勤務があ

ります。

管理栄養士

栄　養　士
若干名

管理栄養士、または栄養士の資格を
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指導、衛生指導、その他

の業務

男子は宿直が

あります。

調　理　員 　4

名程度

　名

1
健康で調理に対する知識と熱意のあ

る人
18～50歳

給食調理業務、その他の

業務

早出・遅出が

あります。

運転手兼
介　助　員

若干名

　名

1
健康で大型自動車運転免許を有する

男子
18～50歳

運転業務、入所者の介護

業務、その他の業務

宿直がありま

すQ
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ス

ト
聞
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月7
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一

イ

町
民
つ
な
引
き
大
会

　
七
月
十
六
日
夜
、
町
民
体
育
館
で

第
八
回
町
民
つ
な
引
き
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
男
性
チ
ー
ム
部
門
に
十
七
チ
ー
ム
、

女
性
チ
ー
ム
部
門
に
八
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
応
援
団
の
大
声
援
の
な
か
必

死
で
綱
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
女
性
チ
ー
ム
は
趣
向
を
凝

ら
し
た
衣
装
が
多
く
、
見
て
い
る
人

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
男
性
チ
ー
ム
部
門
で
優
勝
し
た
綱

引
き
同
好
会
の
強
さ
は
圧
倒
的
で
、

相
手
チ
ー
ム
八
人
に
対
し
六
人
で
勝

っ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
男
性
チ
ー
ム
部
門

優
　
勝
　
綱
引
き
同
好
会

準
優
勝
　
深
山
会

三
　
位
　
天
水
島

四
位
よ
ろ
こ
び
ラ
イ
フ
更
新
型

敢
闘
賞
及
び
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
賞

　
　
　
　
下
布
川
綱
引
組
合

▼
女
性
チ
ー
ム
部
門

優
勝
サ
ザ
エ
さ
ん
一
家

準
優
勝
　
天
水
越

三
位
ゆ
き
ち
か
ら
J
r

四
位
藤
日
会
か
か
あ
天
下

敢
闘
賞
　
豊
育
所

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
賞

　
　
　
　
お
嬢
様
・
舌
足
ら
ず
雀

憾
．

嚢
・嚇．η￥顧薫

敢闘賞を受賞した豊育所チーム

実力を出す前に残念ながら負けてしまいました

‘0

若さで優勝したビーズチーム

ジャンプ賞も受賞しました

2
心
ひ
と
つ
に
！
な
が
な
わ
と
び
大
会

　
七
月
四
日
夜
、
町
民
体
育
館
で
第

五
回
な
が
な
わ
と
び
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
予
選
に
は
十
六
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

跳
び
手
十
人
全
員
が
女
子
中
学
生
の

ビ
ー
ズ
チ
ー
ム
を
は
じ
め
、
四
チ
ー

ム
が
一
〇
〇
回
を
超
え
ま
し
た
。

　
準
決
勝
に
は
十
チ
ー
ム
が
進
み
、

他
の
チ
ー
ム
の
回
数
を
気
に
し
な
が

ら
作
戦
を
練
っ
て
い
ま
し
た
。

3
山
村
留
学
受
入
れ
農
家
研
修
会

　
七
月
四
日
夕
方
、
山
村
留
学
セ
ン

タ
ー
で
山
村
留
学
受
入
れ
農
家
研
修

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
山
村
留
学
の
先
進
地

長
野
県
八
坂
村
の
受
入
れ
農
家
、
山

村
留
学
に
取
組
み
始
め
た
同
県
卦
騨

村
の
担
当
者
、
地
元
松
之
山
町
の
受

入
れ
農
家
及
び
担
当
者
で
し
た
。

　
研
修
会
で
は
受
入
れ
農
家
と
し
て

の
苦
労
話
し
や
問
題
点
、
子
供
た
ち

が
成
長
し
て
い
く
う
れ
し
さ
な
ど
が

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

4
元
気
は
つ
ら
2
局
齢
者
ス
ボ
ー
ツ
大
会

5
空
き
缶

　
七
月
二
十
九
日
午
前
、
上
布
川
長

寿
会
の
皆
さ
ん
が
同
地
区
内
の
主
要

道
路
に
落
ち
て
い
る
空
き
缶
・
空
き

ビ
ン
拾
い
を
し
ま
し
た
。

●

アッという間に玉でいっぱいに

なりました

　
七
月
十
四
日
、
町
民
体
育
館
で
町

高
齢
者
ス
ポ
！
ツ
大
会
が
行
わ
れ
、

各
種
目
の
一
位
と
な
っ
た
チ
ー
ム
が
、

八
月
二
十
五
日
松
之
山
町
で
開
催
さ

れ
る
郡
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。

　
室
内
競
技
の
総
合
成
績
は
、
優
勝

松
之
山
地
区
、
準
優
勝
松
里
地
区
、

三
位
布
川
地
区
で
し
た
。

　
な
お
、
雨
の
た
め
中
止
と
な
っ
た

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
は
、
七
月
二
十
日

に
行
わ
れ
た
農
協
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
で
優
勝
し
た
、
黒
倉
チ
ー
ム
が

出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

空
き
ビ
ン
を
捨
て
な
い
で

　
五
月
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
か
ら
約

三
か
月
し
か
た
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

拾
わ
れ
た
空
き
缶
・
空
き
ビ
ン
は
ゴ

ミ
袋
で
五
袋
も
あ
り
ま
し
た
。

　
特
に
国
道
三
五
三
号
線
の
休
憩
場

所
付
近
の
ゴ
ミ
の
量
は
多
く
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
目
立
ち

ま
し
た
。

　
決
勝
戦
は
六
チ
ー
ム
で
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
ど
の
チ
ー
ム
も
疲
労
が
激

し
く
残
念
な
が
ら
新
記
録
は
出
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
優
勝
し
た
ビ
ー
ズ
チ
；
ム
及
び
二

位
の
松
里
ラ
ビ
ッ
ツ
チ
ー
ム
は
、
ま

わ
し
手
と
跳
び
手
の
呼
吸
が
あ
っ
て

お
り
、
と
て
も
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
跳
ん

で
い
ま
し
た
。

　
三
位
争
い
は
熾
烈
で
、
東
川
第
二

号
チ
ー
ム
が
か
ろ
う
じ
て
逃
げ
き
り

ま
し
た
。

▼
決
勝
戦
成
績

一
位
ビ
ー
ズ
　
　
　
一
四
四
回

二
位
　
松
里
ラ
ビ
ッ
ツ
　
一
一
七
回

三
位
　
東
川
第
二
号
　
　
　
七
一
回

▼
ジ
ャ
ン
ブ
賞
（
予
選
の
成
績
）

一
位
ビ
ー
ズ
　
　
　
一
七
七
回

二
位
　
東
川
第
二
号
　
　
一
五
九
回

三
位
　
上
蝦
池
A
　
　
　
一
一
五
回

へ
惣
験
ひ

㌔嘔　曳

隔
．

八坂村の受入れ農家の体験談を真剣に聞く

地元農家の皆さん

拾い集めた空き缶、空きビンは全部で5袋も

ありました
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国
保
制
度
に

　
　
　
ご
協
力
を

　
国
保
は
、
わ
た
し
た
ち
が
病
気
や

ケ
ガ
を
し
た
と
き
、
安
心
し
て
医
師

に
か
か
れ
る
よ
う
、
わ
た
し
た
ち
の

健
康
を
守
っ
て
く
れ
る
制
度
で
す
。

　
こ
の
大
切
な
制
度
は
、
み
な
さ
ん

の
協
力
や
理
解
が
あ
っ
て
は
じ
め
て

健
全
に
運
営
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
国
保
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、
み
な
さ
ん
よ
り
納
め
て
い
た

だ
く
保
険
税
が
基
本
に
な
り
ま
す
。

　
納
め
て
い
た
だ
い
た
保
険
税
は
国

の
補
助
金
な
ど
と
と
も
に
、
医
療
費

や
助
産
費
、
葬
祭
費
な
ど
の
給
付
費

用
と
し
て
用
い
ら
れ
、
み
な
さ
ん
の

健
康
を
守
る
た
め
の
医
療
費
の
貴
重

な
財
源
と
な
り
ま
す
。

　
保
険
税
の
額
は
、
基
本
的
に
は
、

そ
の
年
の
医
療
費
が
ど
の
く
ら
い
に

な
る
か
を
予
測
し
た
う
え
で
税
額
が

決
定
さ
れ
ま
す
。

　
医
療
費
が
増
え
れ
ば
当
然
保
険
税

も
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
日
頃
か
ら
健
康
に
心
が

け
、
医
療
費
の
節
約
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
保
険
税
を
納
め
る
こ
と
は

被
保
険
者
の
義
務
で
あ
り
、
納
め
な

い
人
が
い
る
と
他
の
加
入
者
に
迷
惑

が
か
か
る
だ
け
で
な
く
、
国
保
の
事

業
運
営
を
妨
げ
る
こ
と
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
期
日
ど
お
り
に
納
め
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
四
年
度

保
険
税
率
決
ま
る

　
今
年
度
の
正
式
な
保
険
税
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　
税
率
は
前
年
度
と
同
じ
で
す
が
、

均
等
割
の
税
額
が
前
年
度
と
比
べ
二

〇
〇
円
、
平
等
割
の
税
額
が
六
〇
〇

円
上
が
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
平
成
四
年
四
月
一
日
に
診

療
報
酬
の
改
定
が
あ
り
、
実
質
改
定

率
一
丁
五
％
と
大
幅
に
引
上
げ
ら
れ

た
た
め
で
す
。

　
ま
た
、
一
人
当
り
の
医
療
費
の
伸

び
が
対
前
年
比
一
二
二
％
と
大
き
く

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
保
険
税
は
前
年
分
の
所
得
・
固
定

資
産
税
な
ど
を
「
賦
課
基
準
」
と
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
前
年
の
所
得
が
決
定

す
る
ま
で
の
四
月
か
ら
六
月
ま
で
は

暫
定
保
険
税
と
な
っ
て
い
ま
す
。

七
月
か
ら

新
し
い
保
険
税

　
七
月
か
ら
新
し
い
保
険
税
の
納
付

書
が
、
み
な
さ
ん
の
お
手
元
に
届
け

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
の
税
額

を
決
め
る
税
率
は
別
表
の
と
お
り
で
、

こ
れ
ら
四
つ
の
合
計
額
が
今
年
度
の

保
険
税
で
す
。

　
一
世
帯
あ
た
り
の
年
間
保
険
税
の

最
高
限
度
額
は
四
十
六
万
円
で
す
。

　
ま
た
、
所
得
の
低
い
世
帯
は
保
険

税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

平成4年度国保税率表

　
保
険
税
に
つ
い
て
く
わ
し
く
知
り

た
い
方
は
、
住
民
課
福
祉
係
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

保
険
証
の

更
新
に
つ
い
て

　
九
月
一
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
の

保
険
証
と
、
退
職
者
制
度
の
保
険
証

が
「
も
も
色
」
に
変
わ
り
ま
す
。

　
今
ま
で
の
「
み
ず
色
し
の
保
険
証

は
、
八
月
三
十
一
日
か
ぎ
り
で
使
用

で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

区　分 税　率 説　　　　　　　明

所得割 4．81
100

所得金額

1万円に対し481円

資産割
43．02

　100

固定資産税額

1万円に対し4，302円

均等割 18，700円
加入者1人分

2人の場合は37，400円

平等割 21，200円 1世帯当り
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更
新
は
八
月
末
に
集
落
総
代
さ
ん

を
通
し
て
お
こ
な
い
ま
す
。

こ
ん
な
時
は

　
　
　
　
　
　
　
届
出
を

・
社
会
保
険
な
ど
他
の
保
険
に
加
入

　
し
た
と
き

・
交
通
事
故
（
第
三
者
行
為
）
に
よ

　
り
診
療
を
受
け
た
と
き

・
保
険
証
を
紛
失
し
た
と
き

・
遠
隔
地
に
住
む
人
が
出
た
と
き

　
な
ど
で
す
。

　
届
出
は
早
め
に
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
費
の
節
約
を

心
が
け
、
保
険
税
の

値
上
げ
を
防
ご
う

　
一
人
一
人
が
必
要
な
と
き
、
本
当

に
必
要
な
治
療
が
十
分
に
受
け
ら
れ

る
た
め
に
も
、
お
医
者
さ
ん
を
転
々

と
し
た
り
、
不
必
要
な
ク
ス
リ
ね
だ

り
を
す
る
よ
う
な
ム
ダ
な
医
療
費
を

使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
深
夜
・
休
日
・
時
間
外
受

診
を
で
き
る
だ
け
避
け
、
お
互
い
に

気
を
つ
け
医
療
費
の
節
約
・
健
康
に

心
が
け
、
保
険
税
の
値
上
げ
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

児
童
手
当
は
一

　
児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
す
る

人
に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、

家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
と
、
次

代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
全
な
育

成
及
び
資
質
の
向
上
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

▼
支
給
の
対
象

　
三
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
前
年
の
所
得
が
一
定
額

以
上
あ
る
場
合
は
、
所
得
制
限
に
よ

り
児
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
平
成
四
年
一
月
の
制
度
改

正
に
よ
り
、
支
給
対
象
と
な
る
児
童

の
年
齢
に
つ
い
て
は
別
表
の
よ
う
な

経
過
措
置
が
あ
り
ま
す
。

▼
児
童
手
当
の
額
（
月
額
）

　
第
一
子
　
　
　
五
、
○
○
○
円

　
第
二
子
　
　
　
　
五
、
O
O
O
円

　
第
三
子
以
降
　
一
〇
、
O
O
O
円

▼
児
童
手
当
の
支
給
・

　
児
童
手
当
の
支
給
は
、
認
定
請
求

を
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら

開
始
（
一
部
特
例
が
あ
り
ま
す
）
さ

れ
、
支
給
事
由
の
消
滅
し
た
日
の
属

す
る
月
分
で
終
わ
り
ま
す
。

人
目
の
子
ど
も
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す

　
な
お
、
手
当
は
毎
年
二
月
、
六
月
、

十
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
特
例
給
付

　
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当
を
受

け
ら
れ
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
つ
い

て
は
、
そ
の
人
の
前
年
の
所
得
が
一

定
額
未
満
の
場
合
に
限
り
、
特
例
給

付
（
児
童
手
当
と
同
額
）
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

▼
請
求
の
仕
方

　
児
童
手
当
や
特
例
給
付
の
支
給
を

受
け
る
に
は
、
児
童
手
当
認
定
請
求

書
を
役
場
（
公
務
員
は
勤
務
先
）
に

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
児
童
手
当
の
支
給
は
、
認
定
請
求

の
翌
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
請
求
を
し
な
い
と
、
受
給
資

格
が
あ
っ
て
も
受
け
ら
れ
る
月
分
の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

第 平成3年1月2日以後に生まれた 3歳の誕生日

1 児童 の属する月分

子 まで支給

昭和60年4月2日 平成3年12月

～昭和61年12月31日生まれの児童 分まで支給

昭和62年1月1日 5歳の誕生日

～昭和62年12月31日生まれの児童 の属する月分

まで支給

第
2
昭和63年1月1日

～昭和63年12月31日生まれの児童

平成4年12月

分まで支給
子
平成元年1月1日 4歳の誕生日

以
～平成元年12月31日生まれの児童 の属する月分

降
まで支給

平成2年1月1日 平成5年12月

～平成2年12月31日生まれの児童 分まで支給

平成3年1月1日以後に生まれた 3歳の誕生日

児童 の属する月分

まで支給

誕
生
月
に
な
つ
た
ら
現
況
届
の

　
　
　
　
　
　
　
　
提
出
を
忘
れ
ず
に
！

　
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
届
け
出

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
続
き
の

中
に
、
現
況
届
が
あ
り
ま
す
。

　
現
況
届
は
、
引
き
続
き
年
金
を
受

け
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
た
め
の
大
切
な
届
書
で
す
。
．

　
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
を
引

き
続
い
て
一
年
以
上
受
給
し
て
い
る

方
に
は
、
毎
年
誕
生
月
の
初
め
ご
ろ

に
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら

現
況
届
の
用
紙
（
ハ
ガ
キ
）
が
送
ら

れ
ま
す
。

　
そ
れ
に
市
町
村
長
の
証
明
を
受
け

て
、
誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
届
く
よ

う
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
況
届
を
提
出
し
な
か
っ
た
り
、

届
出
が
遅
れ
た
り
し
た
場
合
は
、
年

金
の
支
払
い
が
一
時
差
し
止
め
ら
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

「
支
払
日
な
の
に
年
金
が
振
り
込
ま

れ
な
い
！
」
な
ん
て
こ
と
に
な
ら
な

い
よ
う
、
確
実
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。
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国
保
制
度
に

　
　
　
ご
協
力
を

　
国
保
は
、
わ
た
し
た
ち
が
病
気
や

ケ
ガ
を
し
た
と
き
、
安
心
し
て
医
師

に
か
か
れ
る
よ
う
、
わ
た
し
た
ち
の

健
康
を
守
っ
て
く
れ
る
制
度
で
す
。

　
こ
の
大
切
な
制
度
は
、
み
な
さ
ん

の
協
力
や
理
解
が
あ
っ
て
は
じ
め
て

健
全
に
運
営
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
国
保
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、
み
な
さ
ん
よ
り
納
め
て
い
た

だ
く
保
険
税
が
基
本
に
な
り
ま
す
。

　
納
め
て
い
た
だ
い
た
保
険
税
は
国

の
補
助
金
な
ど
と
と
も
に
、
医
療
費

や
助
産
費
、
葬
祭
費
な
ど
の
給
付
費

用
と
し
て
用
い
ら
れ
、
み
な
さ
ん
の

健
康
を
守
る
た
め
の
医
療
費
の
貴
重

な
財
源
と
な
り
ま
す
。

　
保
険
税
の
額
は
、
基
本
的
に
は
、

そ
の
年
の
医
療
費
が
ど
の
く
ら
い
に

な
る
か
を
予
測
し
た
う
え
で
税
額
が

決
定
さ
れ
ま
す
。

　
医
療
費
が
増
え
れ
ば
当
然
保
険
税

も
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
日
頃
か
ら
健
康
に
心
が

け
、
医
療
費
の
節
約
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
保
険
税
を
納
め
る
こ
と
は

被
保
険
者
の
義
務
で
あ
り
、
納
め
な

い
人
が
い
る
と
他
の
加
入
者
に
迷
惑

が
か
か
る
だ
け
で
な
く
、
国
保
の
事

業
運
営
を
妨
げ
る
こ
と
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
期
日
ど
お
り
に
納
め
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
四
年
度

保
険
税
率
決
ま
る

　
今
年
度
の
正
式
な
保
険
税
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　
税
率
は
前
年
度
と
同
じ
で
す
が
、

均
等
割
の
税
額
が
前
年
度
と
比
べ
二

〇
〇
円
、
平
等
割
の
税
額
が
六
〇
〇

円
上
が
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
平
成
四
年
四
月
一
日
に
診

療
報
酬
の
改
定
が
あ
り
、
実
質
改
定

率
一
丁
五
％
と
大
幅
に
引
上
げ
ら
れ

た
た
め
で
す
。

　
ま
た
、
一
人
当
り
の
医
療
費
の
伸

び
が
対
前
年
比
一
二
二
％
と
大
き
く

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
保
険
税
は
前
年
分
の
所
得
・
固
定

資
産
税
な
ど
を
「
賦
課
基
準
」
と
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
前
年
の
所
得
が
決
定

す
る
ま
で
の
四
月
か
ら
六
月
ま
で
は

暫
定
保
険
税
と
な
っ
て
い
ま
す
。

七
月
か
ら

新
し
い
保
険
税

　
七
月
か
ら
新
し
い
保
険
税
の
納
付

書
が
、
み
な
さ
ん
の
お
手
元
に
届
け

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
の
税
額

を
決
め
る
税
率
は
別
表
の
と
お
り
で
、

こ
れ
ら
四
つ
の
合
計
額
が
今
年
度
の

保
険
税
で
す
。

　
一
世
帯
あ
た
り
の
年
間
保
険
税
の

最
高
限
度
額
は
四
十
六
万
円
で
す
。

　
ま
た
、
所
得
の
低
い
世
帯
は
保
険

税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
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退
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者
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も
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に
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児
童
手
当
の
支
給
は
、
認
定
請
求

を
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら

開
始
（
一
部
特
例
が
あ
り
ま
す
）
さ

れ
、
支
給
事
由
の
消
滅
し
た
日
の
属

す
る
月
分
で
終
わ
り
ま
す
。

人
目
の
子
ど
も
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す

　
な
お
、
手
当
は
毎
年
二
月
、
六
月
、

十
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
特
例
給
付

　
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当
を
受

け
ら
れ
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
つ
い

て
は
、
そ
の
人
の
前
年
の
所
得
が
一

定
額
未
満
の
場
合
に
限
り
、
特
例
給

付
（
児
童
手
当
と
同
額
）
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

▼
請
求
の
仕
方

　
児
童
手
当
や
特
例
給
付
の
支
給
を

受
け
る
に
は
、
児
童
手
当
認
定
請
求

書
を
役
場
（
公
務
員
は
勤
務
先
）
に

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
児
童
手
当
の
支
給
は
、
認
定
請
求

の
翌
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
請
求
を
し
な
い
と
、
受
給
資

格
が
あ
っ
て
も
受
け
ら
れ
る
月
分
の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

第 平成3年1月2日以後に生まれた 3歳の誕生日

1 児童 の属する月分

子 まで支給

昭和60年4月2日 平成3年12月

～昭和61年12月31日生まれの児童 分まで支給

昭和62年1月1日 5歳の誕生日

～昭和62年12月31日生まれの児童 の属する月分

まで支給

第
2
昭和63年1月1日

～昭和63年12月31日生まれの児童

平成4年12月

分まで支給
子
平成元年1月1日 4歳の誕生日

以
～平成元年12月31日生まれの児童 の属する月分

降
まで支給

平成2年1月1日 平成5年12月

～平成2年12月31日生まれの児童 分まで支給

平成3年1月1日以後に生まれた 3歳の誕生日

児童 の属する月分

まで支給

誕
生
月
に
な
つ
た
ら
現
況
届
の

　
　
　
　
　
　
　
　
提
出
を
忘
れ
ず
に
！

　
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
届
け
出

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
続
き
の

中
に
、
現
況
届
が
あ
り
ま
す
。

　
現
況
届
は
、
引
き
続
き
年
金
を
受

け
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
た
め
の
大
切
な
届
書
で
す
。
．

　
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
を
引

き
続
い
て
一
年
以
上
受
給
し
て
い
る

方
に
は
、
毎
年
誕
生
月
の
初
め
ご
ろ

に
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら

現
況
届
の
用
紙
（
ハ
ガ
キ
）
が
送
ら

れ
ま
す
。

　
そ
れ
に
市
町
村
長
の
証
明
を
受
け

て
、
誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
届
く
よ

う
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
況
届
を
提
出
し
な
か
っ
た
り
、

届
出
が
遅
れ
た
り
し
た
場
合
は
、
年

金
の
支
払
い
が
一
時
差
し
止
め
ら
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

「
支
払
日
な
の
に
年
金
が
振
り
込
ま

れ
な
い
！
」
な
ん
て
こ
と
に
な
ら
な

い
よ
う
、
確
実
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。
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集
落
探
訪

歴
史
と
地
名

　
町
の
西
部
に
位
置
し
、
江
戸
時
代

は
東
浦
田
村
に
属
し
て
い
た
。

　
地
名
の
由
来
は
、
東
浦
田
村
の
中

で
も
田
畑
の
開
発
が
比
較
的
後
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
称
が
付
け
ら

れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
中
立
山
新
田
や
南
浦
田
新
田
の
よ

う
に
独
立
し
た
新
田
村
に
な
ら
な
か

っ
た
の
は
、
最
初
か
ら
東
浦
田
村
地

内
で
の
開
発
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
新

田
村
が
次
々
に
成
立
し
た
江
戸
中
期

以
前
に
す
で
に
開
発
が
始
め
ら
れ
て

い
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
新
田
の
成
立
時

期
は
遅
く
て
も
江
戸
前
期
以
前
と
考

え
ら
れ
る
。

　
元
文
五
（
一
七
四
〇
）
年
、
浦
田

　
　
　
お
奪
t
い
り

口
村
の
大
肝
煎
村
山
伊
之
助
が
、
中

立
山
か
ら
兎
口
ま
で
の
用
水
（
伊
之

助
用
水
）
工
事
を
始
め
た
が
、
難
工

事
と
資
金
不
足
で
完
成
し
な
か
っ
た
。

　
延
亨
二
（
一
七
四
五
）
年
、
新
田

地
内
で
地
す
べ
り
が
発
生
し
、
こ
の

地
す
べ
り
を
鎮
め
る
た
め
崩
跡
地
に

神
明
社
が
建
立
さ
れ
た
。

　
昭
和
五
十
年
代
に
集
落
内
の
町
道

が
改
良
さ
れ
ハ
同
六
十
年
に
は
集
落

セ
ン
タ
…
が
完
成
し
た
。

石
の
手
洗
い
鉢
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
手
洗
い
鉢
は
、
昭
和
初
期
に

新
田
の
少
年
団
が
作
成
運
動
を
起
こ

し
、
浄
財
を
集
め
て
こ
れ
を
設
置
し

た
も
の
で
あ
る
。

伊
之
助
用
水

地
す
べ
り
と

　
　
　
　
神
明
社

　
延
亨
二
年
、
東
浦
田
村
の
三
か
所

で
地
す
べ
り
が
発
生
し
た
。

　
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
、
新
田
地
内

の
大
ノ
田
の
地
す
べ
り
で
あ
る
。

　
古
老
か
ら
の
言
い
伝
え
に
よ
れ
ば

道
路
が
陥
没
流
失
し
、
橋
桁
二
丁
を

か
け
て
よ
う
や
く
往
来
し
た
と
い
う
。

　
ま
た
、
こ
の
地
す
べ
り
を
鎮
め
る

た
め
崩
跡
地
に
神
明
社
が
建
立
さ
れ

た
。　
明
治
三
十
五
（
一
九
〇
二
）
年
四

月
、
字
日
照
越
に
間
口
二
間
、
奥
行

二
問
半
の
社
殿
が
造
営
さ
れ
、
御
神

体
は
字
大
ノ
田
か
ら
移
さ
れ
た
。

　
昭
和
六
十
年
に
は
新
田
集
落
セ
ン

タ
ー
が
完
成
し
、
御
神
体
は
老
朽
化

が
著
し
い
神
明
社
か
ら
集
落
セ
ン
タ

ー
に
移
さ
れ
た
。

　
な
お
、
字
日
照
越
の
社
殿
跡
に
は

　
江
戸
中
期
、
浦
田
口
村
の
大
肝
“
心
烈

村
山
伊
之
助
は
浦
田
口
村
周
辺
の
新

田
開
発
を
進
め
る
た
め
、
流
量
が
豊

富
な
渋
海
川
か
ら
水
を
引
く
計
画
を

立
て
た
。

　
こ
の
用
水
が
完
成
す
れ
ば
、
浦
田

口
・
黒
倉
・
水
梨
・
光
間
・
坂
下
・

湯
山
六
か
村
の
新
田
開
発
が
可
能
で
、

三
五
〇
石
余
の
増
産
が
見
込
ま
れ
る

と
考
え
た
。

　
用
水
の
ル
ー
ト
は
標
高
五
〇
〇
m

の
線
に
ほ
ぽ
等
し
く
、
取
入
口
は
中

立
山
の
台
門
橋
付
近
、
終
点
は
兎
口

の
雨
池
地
内
、
途
中
二
か
所
に
溜
池

を
作
り
、
総
工
費
七
〇
〇
両
と
い
う

　
町
で
は
交
通
事
故
防
止
を
目
的
と

し
た
交
通
安
全
ミ
ニ
教
室
を
、
希
望

す
る
集
落
ご
と
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
教
室
の
内
容
は
映
画
視
聴
が
主
で

す
の
で
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加

で
き
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
集
落
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
集
落
の
交
通
安
全
協
会
役
員
、

ま
た
は
役
場
の
総
務
課
行
政
係
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　急斜面を縫うように開削が進められた伊之助用水跡

難工事を物語る菅平ずいどうなどが今も残っている

大
事
業
で
あ
っ
た
。

　
元
文
五
年
二
月
、
新
田
地
内
か
ら

兎
口
の
雨
池
ま
で
の
工
事
が
始
ま
り
、

大
松
山
の
北
麓
急
斜
面
を
縫
う
よ
う

に
開
削
が
進
め
ら
れ
た
。

　
だ
が
、
伊
之
助
用
水
に
つ
い
て
は

多
く
を
語
る
必
要
は
な
い
。

　
測
量
技
術
や
施
工
技
術
の
貧
弱
な

時
代
で
あ
り
、
さ
ら
に
渋
海
川
下
流

域
の
村
々
の
反
対
も
根
強
く
、
新
田

か
ら
兎
口
の
間
の
荒
堀
だ
け
で
工
事

は
中
止
さ
れ
た
。

　
こ
の
荒
堀
区
間
内
に
は
菅
平
ず
い

ど
う
と
湯
境
倉
ず
い
ど
う
が
あ
り
、

難
工
事
だ
っ
た
当
時
を
偲
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。

　
ま
た
、
新
田
地
内
に
は
飯
場
だ
っ

た
と
伝
え
ら
れ
る
場
所
が
あ
る
。

鰐
口
清
水

　
県
の
各
機
関
は
一
部
を
除
き
、
八

月
一
日
か
ら
毎
週
土
曜
日
が
休
み
と

な
り
ま
し
た
。

　
県
立
病
院
は
、
第
一
土
曜
日
と
第

　
わ
に
ぐ
ち

　
鰐
口
清
水
は
山
の
中
腹
に
あ
り
、

流
量
は
毎
分
二
五
2
と
多
い
。

　
水
温
は
七
～
八
度
と
か
な
り
冷
た

く
、
大
松
山
周
辺
の
湧
水
の
一
つ
と

思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
約
一
㎞
離
れ
た
新
田
集
落

の
上
部
ま
で
パ
イ
プ
で
水
が
送
ら
れ
、

集
落
内
全
戸
の
水
道
水
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
。

　
貯
水
タ
ン
ク
か
ら
は
常
時
水
が
流

れ
出
し
、
池
の
水
と
し
て
も
利
用
さ

れ
て
い
る
。

三
土
曜
日
の
外
来
が
休
診
と
な
り
ま

す
が
、
病
棟
部
門
は
今
ま
で
ど
お
り

開
い
て
い
ま
す
し
、
急
患
も
診
察
し

ま
す
。

　
人
権
相
談
と
行
政
相
談
が
、
九
月

三
日
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
す
。

　
人
権
相
談
は
、
近
隣
の
い
や
が
ら

せ
、
家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
名
誉
・

信
用
の
侵
害
等
の
人
権
問
題
、
離
婚
、

相
続
、
七
地
、
戸
籍
の
問
題
な
ど
で

お
困
り
の
方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
相
談
は
国
・
県
・
町

な
ど
が
行
う
仕
事
で
、
保
険
年
金
・

生
活
保
護
・
交
通
安
全
・
道
路
・
河

川
・
登
記
な
ど
日
常
生
活
に
困
っ
て

い
る
方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
ど
ち
ら
の
相
談
も
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
気
軽
に
お

い
で
く
だ
さ
い
．

▼
日
　
時

　
九
月
三
日
（
木
）
、
午
前
十
時
か
ら

　
午
後
三
時
ま
で

▼
会
　
場

　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
i

▼
相
談
員

　
新
潟
地
方
法
務
局
上
越
支
局
係
官

▼
人
権
擁
護
委
員

　
福
原
一
雄
（
天
水
越
・
酢
屋
）

　
高
波
仁
一
郎
（
松
口
・
善
助
）

▼
行
政
相
談
員

　
猪
俣
栄
二
（
松
之
山
・
ナ
オ
ヤ
）

　
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
自
然

に
対
す
る
正
し
い
認
識
と
保
護
保
全

の
精
神
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
た
め
、

大
厳
寺
高
原
で
自
然
観
察
会
を
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
日
　
時
　
八
月
三
十
日
（
日
）

　
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

▼
集
合
場
所
　
大
厳
寺
高
原
駐
車
場

▼
観
察
場
所
　
大
厳
寺
高
原
の
遊
歩

　
道
を
歩
き
な
が
ら
観
察
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数
　
大
人
・
中
学
生
及
び

　
小
学
校
高
学
年
を
対
象
に
合
計
五

＋
人
程
度

▼
申
込
み
期
限
　
八
月
二
十
五
日
ま

　
で
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

▼
申
し
込
み
・
間
い
合
わ
せ
先

　
役
場
振
興
課
（
費
六
⊥
三
一
三
）

　
ま
た
は
、
県
環
境
保
健
部
環
境
保

　
全
課
自
然
保
護
係
（
費
〇
二
五
－

　
二
八
五
－
五
五
一
一
、
内
線
二
六

　
九
八
・
二
六
九
九
）

　
旧
三
省
小
学
校
を
利
用
し
て
い
ま

す
啓
倫
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
が
、
町
民

を
対
象
と
し
た
教
養
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

▼
日
　
時
　
九
月
二
日
（
水
）
、
午
後

　
八
時
か
ら
九
時
三
十
分

▼
場
　
所
　
啓
倫
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

▼
受
講
料
無
料

▼
講
座
内
容

◎
お
菓
子
教
室
（
カ
ボ
チ
ャ
羊
嚢
）

　
試
食
と
お
土
産
が
あ
り
ま
す
。

◎
和
紙
工
芸
教
室

　
箸
置
き
と
箸
袋
を
作
り
ま
す
。

◎
お
茶
会
（
裏
千
家
闘
盆
略
手
前
）

◎
健
康
談
話
会

　
老
年
期
の
健
康
の
あ
り
方
、
最
近

　
増
え
て
い
る
骨
粗
　
症
の
予
防
と

　
カ
ル
シ
ウ
ム
を
充
分
に
摂
る
た
め

　
の
食
事
に
つ
い
て
。

　
試
食
と
サ
ン
プ
ル
食
品
の
配
布
。

▼
申
込
み
先

　
三
省
地
区
の
方
は
各
集
落
の
総
代

　
さ
ん
へ
、
そ
の
他
の
方
は
公
民
館

　
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
、
松
之
山

商
業
会
工
業
部
よ
り
寄
付
金
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
寄
付
金
は
、
七
夕
大
売
り
出

し
の
時
に
包
丁
研
ぎ
で
得
た
収
益
金

で
、
　
一
七
、
八
五
〇
円
も
あ
り
ま
し
た
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
八
月
二
十
三
日
（
日
）
町
民
体
育
館

で
、
松
之
山
町
農
協
主
催
の
第
五
回

町
民
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
子
供
た
ち
に
人
気
が
あ
る

ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
も
行
わ
れ
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
町
農
協
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
九
月
二
日
・
三
日
は
温
泉
街
の
一

斉
休
業
日
で
す
。

　
旅
館
・
飲
食
店
・
温
泉
セ
ン
タ
ー

は
休
み
と
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　
但
し
、
植
木
屋
旅
館
・
お
ふ
く
ろ

館
・
ゆ
の
し
ま
は
営
業
し
ま
す
。
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集
落
探
訪

歴
史
と
地
名

　
町
の
西
部
に
位
置
し
、
江
戸
時
代

は
東
浦
田
村
に
属
し
て
い
た
。

　
地
名
の
由
来
は
、
東
浦
田
村
の
中

で
も
田
畑
の
開
発
が
比
較
的
後
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
称
が
付
け
ら

れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
中
立
山
新
田
や
南
浦
田
新
田
の
よ

う
に
独
立
し
た
新
田
村
に
な
ら
な
か

っ
た
の
は
、
最
初
か
ら
東
浦
田
村
地

内
で
の
開
発
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
新

田
村
が
次
々
に
成
立
し
た
江
戸
中
期

以
前
に
す
で
に
開
発
が
始
め
ら
れ
て

い
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
新
田
の
成
立
時

期
は
遅
く
て
も
江
戸
前
期
以
前
と
考

え
ら
れ
る
。

　
元
文
五
（
一
七
四
〇
）
年
、
浦
田

　
　
　
お
奪
t
い
り

口
村
の
大
肝
煎
村
山
伊
之
助
が
、
中

立
山
か
ら
兎
口
ま
で
の
用
水
（
伊
之

助
用
水
）
工
事
を
始
め
た
が
、
難
工

事
と
資
金
不
足
で
完
成
し
な
か
っ
た
。

　
延
亨
二
（
一
七
四
五
）
年
、
新
田

地
内
で
地
す
べ
り
が
発
生
し
、
こ
の

地
す
べ
り
を
鎮
め
る
た
め
崩
跡
地
に

神
明
社
が
建
立
さ
れ
た
。

　
昭
和
五
十
年
代
に
集
落
内
の
町
道

が
改
良
さ
れ
ハ
同
六
十
年
に
は
集
落

セ
ン
タ
…
が
完
成
し
た
。

石
の
手
洗
い
鉢
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
手
洗
い
鉢
は
、
昭
和
初
期
に

新
田
の
少
年
団
が
作
成
運
動
を
起
こ

し
、
浄
財
を
集
め
て
こ
れ
を
設
置
し

た
も
の
で
あ
る
。

伊
之
助
用
水

地
す
べ
り
と

　
　
　
　
神
明
社

　
延
亨
二
年
、
東
浦
田
村
の
三
か
所

で
地
す
べ
り
が
発
生
し
た
。

　
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
、
新
田
地
内

の
大
ノ
田
の
地
す
べ
り
で
あ
る
。

　
古
老
か
ら
の
言
い
伝
え
に
よ
れ
ば

道
路
が
陥
没
流
失
し
、
橋
桁
二
丁
を

か
け
て
よ
う
や
く
往
来
し
た
と
い
う
。

　
ま
た
、
こ
の
地
す
べ
り
を
鎮
め
る

た
め
崩
跡
地
に
神
明
社
が
建
立
さ
れ

た
。　
明
治
三
十
五
（
一
九
〇
二
）
年
四

月
、
字
日
照
越
に
間
口
二
間
、
奥
行

二
問
半
の
社
殿
が
造
営
さ
れ
、
御
神

体
は
字
大
ノ
田
か
ら
移
さ
れ
た
。

　
昭
和
六
十
年
に
は
新
田
集
落
セ
ン

タ
ー
が
完
成
し
、
御
神
体
は
老
朽
化

が
著
し
い
神
明
社
か
ら
集
落
セ
ン
タ

ー
に
移
さ
れ
た
。

　
な
お
、
字
日
照
越
の
社
殿
跡
に
は

　
江
戸
中
期
、
浦
田
口
村
の
大
肝
“
心
烈

村
山
伊
之
助
は
浦
田
口
村
周
辺
の
新

田
開
発
を
進
め
る
た
め
、
流
量
が
豊

富
な
渋
海
川
か
ら
水
を
引
く
計
画
を

立
て
た
。

　
こ
の
用
水
が
完
成
す
れ
ば
、
浦
田

口
・
黒
倉
・
水
梨
・
光
間
・
坂
下
・

湯
山
六
か
村
の
新
田
開
発
が
可
能
で
、

三
五
〇
石
余
の
増
産
が
見
込
ま
れ
る

と
考
え
た
。

　
用
水
の
ル
ー
ト
は
標
高
五
〇
〇
m

の
線
に
ほ
ぽ
等
し
く
、
取
入
口
は
中

立
山
の
台
門
橋
付
近
、
終
点
は
兎
口

の
雨
池
地
内
、
途
中
二
か
所
に
溜
池

を
作
り
、
総
工
費
七
〇
〇
両
と
い
う

　
町
で
は
交
通
事
故
防
止
を
目
的
と

し
た
交
通
安
全
ミ
ニ
教
室
を
、
希
望

す
る
集
落
ご
と
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
教
室
の
内
容
は
映
画
視
聴
が
主
で

す
の
で
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加

で
き
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
集
落
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
集
落
の
交
通
安
全
協
会
役
員
、

ま
た
は
役
場
の
総
務
課
行
政
係
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　急斜面を縫うように開削が進められた伊之助用水跡

難工事を物語る菅平ずいどうなどが今も残っている

大
事
業
で
あ
っ
た
。

　
元
文
五
年
二
月
、
新
田
地
内
か
ら

兎
口
の
雨
池
ま
で
の
工
事
が
始
ま
り
、

大
松
山
の
北
麓
急
斜
面
を
縫
う
よ
う

に
開
削
が
進
め
ら
れ
た
。

　
だ
が
、
伊
之
助
用
水
に
つ
い
て
は

多
く
を
語
る
必
要
は
な
い
。

　
測
量
技
術
や
施
工
技
術
の
貧
弱
な

時
代
で
あ
り
、
さ
ら
に
渋
海
川
下
流

域
の
村
々
の
反
対
も
根
強
く
、
新
田

か
ら
兎
口
の
間
の
荒
堀
だ
け
で
工
事

は
中
止
さ
れ
た
。

　
こ
の
荒
堀
区
間
内
に
は
菅
平
ず
い

ど
う
と
湯
境
倉
ず
い
ど
う
が
あ
り
、

難
工
事
だ
っ
た
当
時
を
偲
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。

　
ま
た
、
新
田
地
内
に
は
飯
場
だ
っ

た
と
伝
え
ら
れ
る
場
所
が
あ
る
。

鰐
口
清
水

　
県
の
各
機
関
は
一
部
を
除
き
、
八

月
一
日
か
ら
毎
週
土
曜
日
が
休
み
と

な
り
ま
し
た
。

　
県
立
病
院
は
、
第
一
土
曜
日
と
第

　
わ
に
ぐ
ち

　
鰐
口
清
水
は
山
の
中
腹
に
あ
り
、

流
量
は
毎
分
二
五
2
と
多
い
。

　
水
温
は
七
～
八
度
と
か
な
り
冷
た

く
、
大
松
山
周
辺
の
湧
水
の
一
つ
と

思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
約
一
㎞
離
れ
た
新
田
集
落

の
上
部
ま
で
パ
イ
プ
で
水
が
送
ら
れ
、

集
落
内
全
戸
の
水
道
水
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
。

　
貯
水
タ
ン
ク
か
ら
は
常
時
水
が
流

れ
出
し
、
池
の
水
と
し
て
も
利
用
さ

れ
て
い
る
。

三
土
曜
日
の
外
来
が
休
診
と
な
り
ま

す
が
、
病
棟
部
門
は
今
ま
で
ど
お
り

開
い
て
い
ま
す
し
、
急
患
も
診
察
し

ま
す
。

　
人
権
相
談
と
行
政
相
談
が
、
九
月

三
日
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
す
。

　
人
権
相
談
は
、
近
隣
の
い
や
が
ら

せ
、
家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
名
誉
・

信
用
の
侵
害
等
の
人
権
問
題
、
離
婚
、

相
続
、
七
地
、
戸
籍
の
問
題
な
ど
で

お
困
り
の
方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
相
談
は
国
・
県
・
町

な
ど
が
行
う
仕
事
で
、
保
険
年
金
・

生
活
保
護
・
交
通
安
全
・
道
路
・
河

川
・
登
記
な
ど
日
常
生
活
に
困
っ
て

い
る
方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
ど
ち
ら
の
相
談
も
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
気
軽
に
お

い
で
く
だ
さ
い
．

▼
日
　
時

　
九
月
三
日
（
木
）
、
午
前
十
時
か
ら

　
午
後
三
時
ま
で

▼
会
　
場

　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
i

▼
相
談
員

　
新
潟
地
方
法
務
局
上
越
支
局
係
官

▼
人
権
擁
護
委
員

　
福
原
一
雄
（
天
水
越
・
酢
屋
）

　
高
波
仁
一
郎
（
松
口
・
善
助
）

▼
行
政
相
談
員

　
猪
俣
栄
二
（
松
之
山
・
ナ
オ
ヤ
）

　
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
自
然

に
対
す
る
正
し
い
認
識
と
保
護
保
全

の
精
神
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
た
め
、

大
厳
寺
高
原
で
自
然
観
察
会
を
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
日
　
時
　
八
月
三
十
日
（
日
）

　
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

▼
集
合
場
所
　
大
厳
寺
高
原
駐
車
場

▼
観
察
場
所
　
大
厳
寺
高
原
の
遊
歩

　
道
を
歩
き
な
が
ら
観
察
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数
　
大
人
・
中
学
生
及
び

　
小
学
校
高
学
年
を
対
象
に
合
計
五

＋
人
程
度

▼
申
込
み
期
限
　
八
月
二
十
五
日
ま

　
で
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

▼
申
し
込
み
・
間
い
合
わ
せ
先

　
役
場
振
興
課
（
費
六
⊥
三
一
三
）

　
ま
た
は
、
県
環
境
保
健
部
環
境
保

　
全
課
自
然
保
護
係
（
費
〇
二
五
－

　
二
八
五
－
五
五
一
一
、
内
線
二
六

　
九
八
・
二
六
九
九
）

　
旧
三
省
小
学
校
を
利
用
し
て
い
ま

す
啓
倫
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
が
、
町
民

を
対
象
と
し
た
教
養
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

▼
日
　
時
　
九
月
二
日
（
水
）
、
午
後

　
八
時
か
ら
九
時
三
十
分

▼
場
　
所
　
啓
倫
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

▼
受
講
料
無
料

▼
講
座
内
容

◎
お
菓
子
教
室
（
カ
ボ
チ
ャ
羊
嚢
）

　
試
食
と
お
土
産
が
あ
り
ま
す
。

◎
和
紙
工
芸
教
室

　
箸
置
き
と
箸
袋
を
作
り
ま
す
。

◎
お
茶
会
（
裏
千
家
闘
盆
略
手
前
）

◎
健
康
談
話
会

　
老
年
期
の
健
康
の
あ
り
方
、
最
近

　
増
え
て
い
る
骨
粗
　
症
の
予
防
と

　
カ
ル
シ
ウ
ム
を
充
分
に
摂
る
た
め

　
の
食
事
に
つ
い
て
。

　
試
食
と
サ
ン
プ
ル
食
品
の
配
布
。

▼
申
込
み
先

　
三
省
地
区
の
方
は
各
集
落
の
総
代

　
さ
ん
へ
、
そ
の
他
の
方
は
公
民
館

　
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
、
松
之
山

商
業
会
工
業
部
よ
り
寄
付
金
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
寄
付
金
は
、
七
夕
大
売
り
出

し
の
時
に
包
丁
研
ぎ
で
得
た
収
益
金

で
、
　
一
七
、
八
五
〇
円
も
あ
り
ま
し
た
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
八
月
二
十
三
日
（
日
）
町
民
体
育
館

で
、
松
之
山
町
農
協
主
催
の
第
五
回

町
民
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
子
供
た
ち
に
人
気
が
あ
る

ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
も
行
わ
れ
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
町
農
協
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
九
月
二
日
・
三
日
は
温
泉
街
の
一

斉
休
業
日
で
す
。

　
旅
館
・
飲
食
店
・
温
泉
セ
ン
タ
ー

は
休
み
と
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　
但
し
、
植
木
屋
旅
館
・
お
ふ
く
ろ

館
・
ゆ
の
し
ま
は
営
業
し
ま
す
。
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公民館
だより
　公民館費6－2265

　
昭
和
五
十
八
年
に
誕
生
し
た
文
化

協
会
が
、
今
年
で
十
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。

　
文
化
協
会
で
は
十
周
年
を
記
念
し

て
次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

▼
記
念
式
典
及
び
芸
能
公
演

　
八
月
二
十
七
日
（
木
）
午
後
一
時
三

　
十
分
よ
づ
町
民
体
育
館
で
開
催
。

　
記
念
式
典
終
了
後
、
民
謡
・
舞
踊

　
の
プ
ロ
の
方
々
に
よ
る
芸
能
公
演

　
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
自
由
に
観
覧
で
き
ま

　
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
記
念
誌
発
行

　
会
員
の
方
か
ら
寄
稿
し
て
い
た
だ

　
第
十
一
回
東
頸
城
郡
美
術
展
が
十

月
十
六
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
三
日

間
、
浦
川
原
村
民
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
郡
内
に
住
民
登
録
ま
た
は
、
勤
務

地
を
有
す
る
高
校
生
以
上
で
あ
れ
ば

出
品
で
き
ま
す
。

　
出
品
点
数
は
一
人
三
点
以
内
で
、

絵
画
、
彫
塑
・
工
芸
、
書
道
、
写
真

の
四
部
門
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
作
品
の
搬
入
は
、
十
月
五
日
か
ら

九
日
の
間
に
地
元
公
民
館
へ
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

　
審
査
は
十
月
十
四
日
の
午
前
中
に

行
わ
れ
、
各
部
門
ご
と
に
郡
展
賞
一

点
、
奨
励
賞
三
点
以
内
が
決
ま
り
、

　
い
た
、
文
化
協
会
の
想
い
出
や
作

　
品
を
記
念
誌
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　
記
念
誌
は
会
員
及
び
賛
助
会
員
に

配
布
さ
れ
ま
す
。

▼
句
碑
の
建
立

○
文
芸
部
員
に
よ
る
風
花
句
碑
の
建

　
立
。

○
村
山
紅
邨
（
故
人
）
の
作
品
を
句

　
碑
と
し
、
安
吾
文
学
碑
の
隣
に
建

　
立
す
る
。

　
句
碑
に
刻
ま
れ
る
文
面
は
次
の
と

　
お
り
で
す
。

　
　
秋
さ
び
て
木
の
実
が
二
つ

　
　
　
　
　
君
と
我

　
　
　
　
　
　
　
村
山
紅
邨

賞
状
及
び
賞
品
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

　
松
之
山
町
か
ら
は
毎
年
四
十
点
以

上
の
作
品
が
出
品
さ
れ
、
数
々
の
賞

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
出
品
の
内
訳
を
み
る
と

絵
画
と
書
道
で
九
割
を
占
め
、
あ
と

の
二
部
門
は
毎
年
二
～
三
点
位
と
非

常
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
す
。

　
彫
塑
・
工
芸
、
写
真
に
興
味
の
あ

る
方
、
未
発
表
の
作
品
が
あ
る
方
は

ぜ
ひ
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

出
品
基
準

◎
未
発
表
作
品
に
限
る
。

▼
絵
画
部
門

　
日
本
画
、
洋
画
、
版
画
（
額
縁
つ

　
き
五
〇
号
以
内
、
但
し
日
本
画
は

　
縦
・
横
と
も
一
二
三
㎝
以
内
）

▼
彫
塑
・
工
芸
部
門

　
彫
刻
、
塑
像
、
漆
芸
、
金
工
、
木

　
工
、
竹
工
、
そ
の
他
、
常
識
以
上

　
の
大
き
さ
を
越
え
な
い
こ
と
。

▼
書
道
部
門

　
字
句
、
書
体
は
自
由
（
縦
額
は
幅

　
七
六
㎝
×
縦
一
八
二
㎝
以
内
、
横

　
額
は
幅
一
八
二
㎝
×
縦
七
六
㎝
以

　
内
）
、
仮
表
装
以
上
（
仮
巻
き
は

　
不
可
）
と
し
、
必
ず
所
定
の
釈
文

　
を
添
付
す
る
こ
と
。

▼
写
真
部
門

　
白
里
∵
カ
ラ
ー
と
も
サ
イ
ズ
は
、

　
七
三
㎝
×
一
〇
三
㎝
以
内
の
パ
ネ

芸能祭で熱演する上川手歌舞伎の皆さん

文化協会には美術・芸能・文芸・趣味部

門があり、それぞれ大活躍しています

　
ル
表
装
ま
た
は
額
装
の
こ
と
。

組
写
真
は
（
六
〇
㎝
～
七
三
㎝
）

　
×
（
九
〇
㎝
～
一
〇
三
㎝
）
の
パ

　
ネ
ル
表
装
（
額
装
は
不
可
）
で
、

　
一
枚
の
写
真
の
サ
イ
ズ
は
八
ツ
切

り
以
上
と
す
る
。

郡
内
中
学
生

　
　
　
　
　
　
優
秀
作
品
展

　
郡
展
と
同
時
に
、
郡
内
の
中
学
生

の
絵
画
・
書
道
の
優
秀
作
品
も
展
示

さ
れ
ま
す
。

　
展
示
期
間
・
会
場
と
も
郡
展
と
同

じ
で
す
の
で
、
大
人
顔
負
け
の
見
事

な
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
公
民
館
ま
で
。
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婦
人
会
コ
ー
ナ
ー

敏
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

浦
田
地
区
体
力
づ
く
り
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
浦
田
地
区
婦
人
会
が
毎
年
実
施
し
　
　
と
し
て
、
　
「
そ
れ
が
大
事
」
と
「
女
　
｝

て
い
ま
す
、
体
力
づ
く
り
講
習
会
が
　
　
の
か
ぞ
え
唄
」
の
レ
ク
ダ
ン
ス
を
教
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

六
月
二
十
九
日
夜
、
浦
田
小
学
校
体
　
　
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
頭
と
手
足
を
使
っ
て
の
運
動
で
、
　
皿

　
公
民
館
の
田
辺
さ
ん
が
講
師
と
な
　
　
日
頃
の
忙
し
さ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

り
、
準
備
体
操
．
レ
ク
ダ
ン
ス
な
ど
　
　
る
さ
わ
や
か
な
ダ
ン
ス
で
し
た
。
　
　
㎜

を
行
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軽
快
な
リ
ズ
ム
が
流
れ
る
と
、
体
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

　
半
分
忘
れ
か
け
て
い
た
「
血
液
ガ
　
　
が
自
然
に
動
き
だ
す
ほ
ど
有
意
義
な
　
皿

タ
ガ
タ
」
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
参
　
　
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

加
者
は
楽
し
そ
う
に
踊
っ
て
い
ま
し
　
　
　
皆
さ
ん
も
こ
の
よ
う
な
体
力
づ
く
㎜

た
．
　
　
　
　
り
講
習
会
灌
し
て
み
ま
せ
ん
か
．
㎜

　
今
年
は
簡
単
に
覚
え
ら
れ
る
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

嘲
ー
ー
殉
ー
ー
，
ー
ー
ー
q
ー
』
ー
，
ー
ー
ー
ー
嫡
ー
，
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
…
－
ー
ー
ー
ー
ー
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

人
権
擁
護
委
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
福
原
一
雄
さ
ん
表
彰
さ
れ
る
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
町
の
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活
躍
　
　
を
受
け
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一

い
た
だ
い
て
い
ま
す
福
原
一
雄
さ
ん
　
　
　
こ
れ
は
、
福
原
さ
ん
が
永
年
に
わ
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

（
天
水
越
．
酢
屋
〉
が
、
こ
の
ほ
ど
　
　
た
り
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活
動
し
　
皿

法
務
省
人
権
擁
護
局
長
よ
り
感
謝
状
　
　
て
来
ら
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勘
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
で
す
．
　
　
　
　
　
　
　
㎜

福原一雄さん

　
人
権
擁
護
委
員
の
仕
事
は
大
変
地

味
で
す
が
、
人
権
侵
害
・
土
地
・
建

物
・
家
庭
な
ど
日
常
生
活
の
心
配
ご

と
の
相
談
に
応
じ
る
身
近
な
委
員
さ

ん
で
す
。

学
校
週
五
日
制
・
九
月
か
ら
第
二
土
曜
日
が
休
業
日

　
学
校
週
五
日
制
は
、
九
月
か
ら
毎

月
第
二
土
曜
日
を
休
業
日
と
し
て
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
情
報
化
・
国
際
化
・
価
値
観
の
多

様
化
な
ど
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て

い
く
中
で
、
子
供
た
ち
の
望
ま
し
い

人
間
形
成
を
図
る
観
点
に
た
っ
て
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
の
教
育
全

体
の
あ
り
方
に
つ
い
て
見
直
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
教
育
課
題
を
解
決
し

て
い
く
た
め
、
子
供
た
ち
に
自
ら
学

ぶ
意
欲
や
自
分
で
考
え
、
主
体
的
に

判
断
し
行
動
で
き
る
資
質
や
能
力
を

育
て
る
こ
と
を
教
育
の
基
本
と
し
て

捉
え
、
個
性
豊
か
で
思
い
や
り
の
あ

る
人
間
形
成
を
め
ざ
し
て
教
育
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
と
く
に
自
然
と
の
係
わ
り
や
、
人

と
の
触
れ
あ
い
の
体
験
活
動
が
重
視

さ
れ
て
お
り
、
家
庭
や
地
域
に
お
い

て
の
体
験
学
習
が
大
切
で
す
。

　
休
業
日
（
日
曜
日
含
む
）
に
は
、

家
庭
で
の
体
験
活
動
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
て
い
た
だ
き
、
情
操
豊
か
な

子
供
を
育
て
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
一
、
家
庭
で
の
話
し
合
い

二
、
野
菜
・
花
づ
く
り
な
ど
の
農
作

　
業
体
験

三
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
（
山
遊
び

　
や
動
植
物
の
探
索
）

四
、
町
内
の
史
跡
等
の
調
査

五
、
集
落
行
事
に
参
加
（
祭
り
や
奉

　
仕
活
動
）

　
学
校
週
五
日
制
が
子
供
た
ち
の
成

長
に
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
、
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

総萱謙
　／、9　　αo〆’　／

　　　うさ蜘、、　　重v蕪》し“

、㌧　　　　　　　　　　一“’傷〃

　　　　　　　￥uレ勘、

　　　　＿“｛噸　　叫．

上
越
保
健
所
健
康
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
病
気
の
予
防
や
健
康
づ
く
り
に
役

立
つ
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
時
間
帯
は
、
平
日
午
後

五
時
か
ら
翌
日
の
朝
八
時
三
十
分
、

土
曜
日
正
午
か
ら
月
曜
日
朝
八
時
三

十
分
ま
で
で
す
。

　
な
お
、
電
話
番
号
と
八
・
九
月
分

の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
君
〇
二
五
五
ー
二
三
ー
二
二
一
五

◎
月
曜
日
…
ど
う
答
え
る
子
供
の
性

　
　
　
　
　
の
質
問

◎
火
曜
日
…
ガ
ン
か
ら
身
を
守
る
食

　
　
　
　
　
べ
合
わ
せ

◎
水
曜
日
…
あ
な
た
は
大
丈
夫
？

子
宮
筋
腫

◎
木
曜
日
…
受
け
ま
し
ょ
う
胸
の
レ

　
　
　
　
　
ン
ト
ゲ
ン

◎
金
曜
日
…
寝
た
き
り
を
つ
く
っ
た

　
　
　
　
　
安
静
の
害

◎
土
・
日
…
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
知
ろ

　
　
　
　
　
》
つ
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公民館
だより
　公民館費6－2265

　
昭
和
五
十
八
年
に
誕
生
し
た
文
化

協
会
が
、
今
年
で
十
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。

　
文
化
協
会
で
は
十
周
年
を
記
念
し

て
次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

▼
記
念
式
典
及
び
芸
能
公
演

　
八
月
二
十
七
日
（
木
）
午
後
一
時
三

　
十
分
よ
づ
町
民
体
育
館
で
開
催
。

　
記
念
式
典
終
了
後
、
民
謡
・
舞
踊

　
の
プ
ロ
の
方
々
に
よ
る
芸
能
公
演

　
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
自
由
に
観
覧
で
き
ま

　
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
記
念
誌
発
行

　
会
員
の
方
か
ら
寄
稿
し
て
い
た
だ

　
第
十
一
回
東
頸
城
郡
美
術
展
が
十

月
十
六
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
三
日

間
、
浦
川
原
村
民
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
郡
内
に
住
民
登
録
ま
た
は
、
勤
務

地
を
有
す
る
高
校
生
以
上
で
あ
れ
ば

出
品
で
き
ま
す
。

　
出
品
点
数
は
一
人
三
点
以
内
で
、

絵
画
、
彫
塑
・
工
芸
、
書
道
、
写
真

の
四
部
門
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
作
品
の
搬
入
は
、
十
月
五
日
か
ら

九
日
の
間
に
地
元
公
民
館
へ
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

　
審
査
は
十
月
十
四
日
の
午
前
中
に

行
わ
れ
、
各
部
門
ご
と
に
郡
展
賞
一

点
、
奨
励
賞
三
点
以
内
が
決
ま
り
、

　
い
た
、
文
化
協
会
の
想
い
出
や
作

　
品
を
記
念
誌
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　
記
念
誌
は
会
員
及
び
賛
助
会
員
に

配
布
さ
れ
ま
す
。

▼
句
碑
の
建
立

○
文
芸
部
員
に
よ
る
風
花
句
碑
の
建

　
立
。

○
村
山
紅
邨
（
故
人
）
の
作
品
を
句

　
碑
と
し
、
安
吾
文
学
碑
の
隣
に
建

　
立
す
る
。

　
句
碑
に
刻
ま
れ
る
文
面
は
次
の
と

　
お
り
で
す
。

　
　
秋
さ
び
て
木
の
実
が
二
つ

　
　
　
　
　
君
と
我

　
　
　
　
　
　
　
村
山
紅
邨

賞
状
及
び
賞
品
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

　
松
之
山
町
か
ら
は
毎
年
四
十
点
以

上
の
作
品
が
出
品
さ
れ
、
数
々
の
賞

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
出
品
の
内
訳
を
み
る
と

絵
画
と
書
道
で
九
割
を
占
め
、
あ
と

の
二
部
門
は
毎
年
二
～
三
点
位
と
非

常
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
す
。

　
彫
塑
・
工
芸
、
写
真
に
興
味
の
あ

る
方
、
未
発
表
の
作
品
が
あ
る
方
は

ぜ
ひ
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

出
品
基
準

◎
未
発
表
作
品
に
限
る
。

▼
絵
画
部
門

　
日
本
画
、
洋
画
、
版
画
（
額
縁
つ

　
き
五
〇
号
以
内
、
但
し
日
本
画
は

　
縦
・
横
と
も
一
二
三
㎝
以
内
）

▼
彫
塑
・
工
芸
部
門

　
彫
刻
、
塑
像
、
漆
芸
、
金
工
、
木

　
工
、
竹
工
、
そ
の
他
、
常
識
以
上

　
の
大
き
さ
を
越
え
な
い
こ
と
。

▼
書
道
部
門

　
字
句
、
書
体
は
自
由
（
縦
額
は
幅

　
七
六
㎝
×
縦
一
八
二
㎝
以
内
、
横

　
額
は
幅
一
八
二
㎝
×
縦
七
六
㎝
以

　
内
）
、
仮
表
装
以
上
（
仮
巻
き
は

　
不
可
）
と
し
、
必
ず
所
定
の
釈
文

　
を
添
付
す
る
こ
と
。

▼
写
真
部
門

　
白
里
∵
カ
ラ
ー
と
も
サ
イ
ズ
は
、

　
七
三
㎝
×
一
〇
三
㎝
以
内
の
パ
ネ

芸能祭で熱演する上川手歌舞伎の皆さん

文化協会には美術・芸能・文芸・趣味部

門があり、それぞれ大活躍しています

　
ル
表
装
ま
た
は
額
装
の
こ
と
。

組
写
真
は
（
六
〇
㎝
～
七
三
㎝
）

　
×
（
九
〇
㎝
～
一
〇
三
㎝
）
の
パ

　
ネ
ル
表
装
（
額
装
は
不
可
）
で
、

　
一
枚
の
写
真
の
サ
イ
ズ
は
八
ツ
切

り
以
上
と
す
る
。

郡
内
中
学
生

　
　
　
　
　
　
優
秀
作
品
展

　
郡
展
と
同
時
に
、
郡
内
の
中
学
生

の
絵
画
・
書
道
の
優
秀
作
品
も
展
示

さ
れ
ま
す
。

　
展
示
期
間
・
会
場
と
も
郡
展
と
同

じ
で
す
の
で
、
大
人
顔
負
け
の
見
事

な
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
公
民
館
ま
で
。
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婦
人
会
コ
ー
ナ
ー

敏
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

浦
田
地
区
体
力
づ
く
り
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
浦
田
地
区
婦
人
会
が
毎
年
実
施
し
　
　
と
し
て
、
　
「
そ
れ
が
大
事
」
と
「
女
　
｝

て
い
ま
す
、
体
力
づ
く
り
講
習
会
が
　
　
の
か
ぞ
え
唄
」
の
レ
ク
ダ
ン
ス
を
教
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

六
月
二
十
九
日
夜
、
浦
田
小
学
校
体
　
　
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
頭
と
手
足
を
使
っ
て
の
運
動
で
、
　
皿

　
公
民
館
の
田
辺
さ
ん
が
講
師
と
な
　
　
日
頃
の
忙
し
さ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

り
、
準
備
体
操
．
レ
ク
ダ
ン
ス
な
ど
　
　
る
さ
わ
や
か
な
ダ
ン
ス
で
し
た
。
　
　
㎜

を
行
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軽
快
な
リ
ズ
ム
が
流
れ
る
と
、
体
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

　
半
分
忘
れ
か
け
て
い
た
「
血
液
ガ
　
　
が
自
然
に
動
き
だ
す
ほ
ど
有
意
義
な
　
皿

タ
ガ
タ
」
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
参
　
　
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

加
者
は
楽
し
そ
う
に
踊
っ
て
い
ま
し
　
　
　
皆
さ
ん
も
こ
の
よ
う
な
体
力
づ
く
㎜

た
．
　
　
　
　
り
講
習
会
灌
し
て
み
ま
せ
ん
か
．
㎜

　
今
年
は
簡
単
に
覚
え
ら
れ
る
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

嘲
ー
ー
殉
ー
ー
，
ー
ー
ー
q
ー
』
ー
，
ー
ー
ー
ー
嫡
ー
，
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
…
－
ー
ー
ー
ー
ー
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

人
権
擁
護
委
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
福
原
一
雄
さ
ん
表
彰
さ
れ
る
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
町
の
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活
躍
　
　
を
受
け
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一

い
た
だ
い
て
い
ま
す
福
原
一
雄
さ
ん
　
　
　
こ
れ
は
、
福
原
さ
ん
が
永
年
に
わ
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

（
天
水
越
．
酢
屋
〉
が
、
こ
の
ほ
ど
　
　
た
り
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活
動
し
　
皿

法
務
省
人
権
擁
護
局
長
よ
り
感
謝
状
　
　
て
来
ら
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勘
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
で
す
．
　
　
　
　
　
　
　
㎜

福原一雄さん

　
人
権
擁
護
委
員
の
仕
事
は
大
変
地

味
で
す
が
、
人
権
侵
害
・
土
地
・
建

物
・
家
庭
な
ど
日
常
生
活
の
心
配
ご

と
の
相
談
に
応
じ
る
身
近
な
委
員
さ

ん
で
す
。

学
校
週
五
日
制
・
九
月
か
ら
第
二
土
曜
日
が
休
業
日

　
学
校
週
五
日
制
は
、
九
月
か
ら
毎

月
第
二
土
曜
日
を
休
業
日
と
し
て
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
情
報
化
・
国
際
化
・
価
値
観
の
多

様
化
な
ど
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て

い
く
中
で
、
子
供
た
ち
の
望
ま
し
い

人
間
形
成
を
図
る
観
点
に
た
っ
て
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
の
教
育
全

体
の
あ
り
方
に
つ
い
て
見
直
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
教
育
課
題
を
解
決
し

て
い
く
た
め
、
子
供
た
ち
に
自
ら
学

ぶ
意
欲
や
自
分
で
考
え
、
主
体
的
に

判
断
し
行
動
で
き
る
資
質
や
能
力
を

育
て
る
こ
と
を
教
育
の
基
本
と
し
て

捉
え
、
個
性
豊
か
で
思
い
や
り
の
あ

る
人
間
形
成
を
め
ざ
し
て
教
育
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
と
く
に
自
然
と
の
係
わ
り
や
、
人

と
の
触
れ
あ
い
の
体
験
活
動
が
重
視

さ
れ
て
お
り
、
家
庭
や
地
域
に
お
い

て
の
体
験
学
習
が
大
切
で
す
。

　
休
業
日
（
日
曜
日
含
む
）
に
は
、

家
庭
で
の
体
験
活
動
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
て
い
た
だ
き
、
情
操
豊
か
な

子
供
を
育
て
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
一
、
家
庭
で
の
話
し
合
い

二
、
野
菜
・
花
づ
く
り
な
ど
の
農
作

　
業
体
験

三
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
（
山
遊
び

　
や
動
植
物
の
探
索
）

四
、
町
内
の
史
跡
等
の
調
査

五
、
集
落
行
事
に
参
加
（
祭
り
や
奉

　
仕
活
動
）

　
学
校
週
五
日
制
が
子
供
た
ち
の
成

長
に
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
、
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

総萱謙
　／、9　　αo〆’　／

　　　うさ蜘、、　　重v蕪》し“

、㌧　　　　　　　　　　一“’傷〃

　　　　　　　￥uレ勘、

　　　　＿“｛噸　　叫．

上
越
保
健
所
健
康
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
病
気
の
予
防
や
健
康
づ
く
り
に
役

立
つ
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
時
間
帯
は
、
平
日
午
後

五
時
か
ら
翌
日
の
朝
八
時
三
十
分
、

土
曜
日
正
午
か
ら
月
曜
日
朝
八
時
三

十
分
ま
で
で
す
。

　
な
お
、
電
話
番
号
と
八
・
九
月
分

の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
君
〇
二
五
五
ー
二
三
ー
二
二
一
五

◎
月
曜
日
…
ど
う
答
え
る
子
供
の
性

　
　
　
　
　
の
質
問

◎
火
曜
日
…
ガ
ン
か
ら
身
を
守
る
食

　
　
　
　
　
べ
合
わ
せ

◎
水
曜
日
…
あ
な
た
は
大
丈
夫
？

子
宮
筋
腫

◎
木
曜
日
…
受
け
ま
し
ょ
う
胸
の
レ

　
　
　
　
　
ン
ト
ゲ
ン

◎
金
曜
日
…
寝
た
き
り
を
つ
く
っ
た

　
　
　
　
　
安
静
の
害

◎
土
・
日
…
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
知
ろ

　
　
　
　
　
》
つ
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o
o
o
o
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夏
の
火
災
予
防
運
動

　
夏
休
み
・
お
盆
を
迎
え
、
帰
省
客

や
観
光
客
等
で
松
之
山
町
の
人
口
も

急
激
に
増
加
し
、
火
気
を
取
り
扱
う

機
会
が
多
く
な
り
、
火
災
の
多
発
が

憂
慮
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期

に
お
け
る
火
災
の
防
止
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

◎
花
火
シ
ー
ズ
ン
の
た
め
、
子
供
の

　
火
遊
び
に
よ
る
火
災
の
防
止
に
努

　
め
る
。

◎
帰
省
客
等
に
係
る
火
気
使
用
機
会

　
が
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、
安
全
な

　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
1
～
2

　
　
　
　
　
　
　
8
／
　
8
／

　
火
気
の
取
り
扱
い
に
努
め
る
。

◎
強
風
時
で
の
焚
火
・
花
火
等
、
屋

　
外
に
お
け
る
火
気
の
使
用
に
特
に

　
注
意
す
る
。

◎
旅
館
等
に
お
け
る
火
気
管
理
並
び

　
に
消
防
用
設
備
等
の
維
持
管
理
に

　
努
め
る
。

◎
学
校
施
設
利
用
者
に
対
し
、
火
気

　
の
取
り
扱
い
、
利
用
後
の
火
の
元

　
確
認
等
を
徹
底
さ
せ
る
。

◎
危
険
物
施
設
の
防
火
・
防
災
に
係

　
る
指
導
を
強
化
す
る
。

9
月
9
日
は
救
急
の
日

　
毎
年
九
月
九
日
を
救
急
の
日
と
し
、

救
急
医
療
・
救
急
業
務
を
み
な
さ
ん

か
ら
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

▼
救
急
車
を
利
用
す
る
と
き

　
救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
は
、
次
の
ポ

イ
ン
ト
を
あ
わ
て
ず
は
っ
き
り
伝
え

ま
し
ょ
う
。

①
救
急
事
故
等
の
発
生
場
所
と
近
く

　
の
目
標

②
ケ
ガ
人
や
病
人
の
現
在
の
容
体
、

　
意
識
や
呼
吸
の
有
無
等

　
そ
し
て
、
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
が

聞
え
て
き
た
ら
、
外
へ
出
て
傷
病
者

の
い
る
場
所
へ
案
内
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
急
手
当
の
方
法
を
覚
え
よ
う

　
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
に

適
切
な
応
急
手
当
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
傷
病
者
の
救
命
率
も
格
段
に
高

ま
る
こ
と
が
医
学
的
に
も
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
救
急
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
は
分
遣
所
ま
で
。

　
　
　
　
”
六
ー
二
一
二
一
二
〇

譲黙俳
句

幸
せ
を
撮
る
若
き
母
運
動
会

青
田
風
農
民
役
者
を
納
骨
す

　
　
　
さ
　
ん
　
ば

老
優
の
三
番
隻
と
舞
は
む
螢
か
な

　
　
　
　
　
橋
　
詰
　
村
山
　
悦
夫

　
　
　
　
　
3
は
　
ひ
よ

サ
ク
ラ
ン
ボ
啄
む
鵯
の
群
れ
て
た
ち

習
い
事
静
ま
る
宿
や
青
葉
木
菟

十
薬
の
干
さ
れ
し
留
守
を
尋
ね
た
り

　
　
　
　
　
松
之
山
　
井
部
　
朝
女

峡
深
く
残
る
風
穴
半
夏
生

き
う
か
つ

久
闊
の
句
縁
重
ね
て
青
葉
道

梅
雨
の
旅
こ
の
橋
渡
れ
ば
千
曲
川

　
　
　
　
　
松
之
山
　
佐
藤
　
節
女

夏
草
や
奥
に
桐
ら
る
軍
馬
の
碑

久
々
の
友
と
吟
行
野
萱
草

紫
陽
花
の
館
は
海
の
見
え
る
丘

　
　
　
　
　
松
之
山
　
高
沢

せ
い
れ
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
だ

清
洌
の
河
鹿
鳴
く
川
月
砕
き

　
　
　
　
し
ん
こ
う

雨
止
み
て
深
更
螢
の
流
れ
星

　
　
　
　
　
松
之
山
　
丘
山

（
重
屋
）

（
高
松
屋
）

（
松
屋
）

秀
女
（
南
田
）

司
郎
（
高
校
）

48

霧
深
し
千
両
二
号
の
初
出
荷

な
す
こ
ん
　
　
　
　
　
　
め

茄
紺
の
色
を
愛
で
つ
つ
露
を
ふ
く

　
　
　
　
　
　
ひ
ざ
し

出
荷
日
を
数
え
て
陽
光
待
ち
わ
び
る

　
　
　
　
　
豊
　
田
　
高
沢
　
哲
山

短
歌

（
藤
助
）

た
ま
し
ひ
の
遊
ぶ
が
ご
と
く
螢
火
は

　
　
　
浮
き
つ
沈
み
つ
明
滅
し
た
り

お
も
は
ゆ
く
我
ら
が
句
碑
に
真
向
え
ば

　
　
　
緑
し
た
た
る
新
樹
に
む
せ
ぶ

ふ
る
さ
と
は
か
く
も
荒
れ
し
と
人
が
言
ふ

　
　
　
雑
木
雑
草
茂
り
に
茂
り

　
　
　
　
　
小
谷
鈴
木
俊
一
（
栄
屋
）

　
　
　
か
　
　
　
　
　
は
　
か

青
春
は
斯
く
も
果
敢
無
き
も
の
な
る
か

　
　
　
汝
が
命
断
つ
若
き
ら
あ
り
て

小
諸
な
る
懐
古
の
園
ゆ
見
晴
る
か
す

　
　
　
ち
く
オ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
が
よ

　
　
　
千
曲
の
流
れ
く
ね
り
耀
う

　
　
　
　
　
松
之
山
　
丘
山
　
司
郎

」

柳

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ぽ

銘
石
の
風
呂
に
料
理
が
萎
ん
で
る

コ
ツ
コ
ツ
と
亀
の
足
に
も
日
章
旗

　
　
　
　
　
黒
　
倉
　
草
村
　
正
孝

（
高
校
）

（
一
枚
田
）

大厳寺高原真夏の雪まつり
　お盆の恒例行事となりました、第6回大厳寺高原真夏の雪まつり

が8月14日行われます。

　今年から会場が変更になり、駐車場のすぐそば（管理棟の前）で

いろいろなイベントが行われます。

　当日は人と車で駐車場付近が相当混雑すると思いますので、係の

人の指示に従い事故のないようご協力をお願いします。

　　　　　イベント内容及び日程

◎雪上馬そりリレー（4人1組）……………一・一11：00～11：30

◎雪上綱引き大会（男3人・女2人で1組）………H：30～12：30

◎雪上がまん大会…………一…・一…………一・一12＝30～13：00

◎雪上早飲みリレー（3人1組で大人はビール大瓶、

　　　　　　　　　子供はサイダー）……………13：00～13：30

◎雪上雪積みリレー（3人1組）………一一…・…13：30～14：00

◎ジャンボ岩魚のつかみどり（子供に限る）………14：00～15：00

◎お楽しみ抽選会・雪上開放タイム…………一…・・15：00～15：30

　　　　　　　送迎バス運行表

1号車　小谷10時～堺松～新山～農協スタンド～湯山公会堂～温泉

　　　入口～農協松里支所～天水越集会所～大厳寺高原

2号車　中尾集会所9時50分～藤倉集会所～布川防雪センター～下

　　　蝦池大宝神社～五十子平入口～橋詰久瀬屋前～大厳寺高原

3号車　旧黒倉分校10時～小川屋～農協浦田支所～飯塚建設～月池

　　　入口～田麦立入口～台門橋～大厳寺高原

◎帰りは3台とも大厳寺高原を午後3時ごろ出発します。
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　黒先コウ（1手だけ）

7
月
号
の
答
え

b
叢

　詰碁の解答を募集してい

ます。8月27日までにハガ

キなどで広報担当まで

正解者には粗品を進呈

ザ

正解者

　村山　　伸（湯　本

　久保田光栄（天水島

　高沢　哲治（豊　田

　
こ
の
問
題
は
、
追
い
落
し
を
利
用
し
て
生
き
を
図
る
も
の
で

す
が
、
黒
1
の
ホ
ウ
リ
込
み
を
打
つ
の
が
大
切
で
す
。

　
白
2
の
取
り
の
と
き
、
黒
3
（
ま
た
は
a
）
と
つ
め
ま
す
。

追
い
落
し
を
防
ぐ
た
め
に
は
白
4
の
守
り
は
必
要
で
、
そ
こ
で

黒
5
で
b
に
一
眼
で
き
て
生
き
。
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夏
の
火
災
予
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運
動

　
夏
休
み
・
お
盆
を
迎
え
、
帰
省
客

や
観
光
客
等
で
松
之
山
町
の
人
口
も

急
激
に
増
加
し
、
火
気
を
取
り
扱
う

機
会
が
多
く
な
り
、
火
災
の
多
発
が

憂
慮
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れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期

に
お
け
る
火
災
の
防
止
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
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ま
す
。
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火
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ー
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ン
の
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め
、
子
供
の

　
火
遊
び
に
よ
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火
災
の
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止
に
努

　
め
る
。

◎
帰
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気
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用
機
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か
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、
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火
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の
取
り
扱
い
に
努
め
る
。

◎
強
風
時
で
の
焚
火
・
花
火
等
、
屋

　
外
に
お
け
る
火
気
の
使
用
に
特
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注
意
す
る
。

◎
旅
館
等
に
お
け
る
火
気
管
理
並
び

　
に
消
防
用
設
備
等
の
維
持
管
理
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努
め
る
。

◎
学
校
施
設
利
用
者
に
対
し
、
火
気

　
の
取
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扱
い
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利
用
後
の
火
の
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認
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徹
底
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せ
る
。

◎
危
険
物
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設
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防
火
・
防
災
に
係

　
る
指
導
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化
す
る
。

9
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日
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救
急
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日
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九
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日
を
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急
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し
、

救
急
医
療
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救
急
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務
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み
な
さ
ん

か
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し
く
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解
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も
ら
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ら
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ま
し
た
。

▼
救
急
車
を
利
用
す
る
と
き

　
救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
は
、
次
の
ポ

イ
ン
ト
を
あ
わ
て
ず
は
っ
き
り
伝
え

ま
し
ょ
う
。

①
救
急
事
故
等
の
発
生
場
所
と
近
く

　
の
目
標

②
ケ
ガ
人
や
病
人
の
現
在
の
容
体
、

　
意
識
や
呼
吸
の
有
無
等

　
そ
し
て
、
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
が

聞
え
て
き
た
ら
、
外
へ
出
て
傷
病
者

の
い
る
場
所
へ
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内
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
急
手
当
の
方
法
を
覚
え
よ
う

　
救
急
車
が
到
着
す
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ま
で
の
間
に

適
切
な
応
急
手
当
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
傷
病
者
の
救
命
率
も
格
段
に
高

ま
る
こ
と
が
医
学
的
に
も
明
ら
か
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れ
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ま
す
。
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催
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。
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螢
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青
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れ
し
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た
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松
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峡
深
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残
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風
穴
半
夏
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き
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か
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久
闊
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重
ね
て
青
葉
道

梅
雨
の
旅
こ
の
橋
渡
れ
ば
千
曲
川

　
　
　
　
　
松
之
山
　
佐
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節
女

夏
草
や
奥
に
桐
ら
る
軍
馬
の
碑
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々
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友
と
吟
行
野
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草
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陽
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流
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司
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句
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萎
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大厳寺高原真夏の雪まつり
　お盆の恒例行事となりました、第6回大厳寺高原真夏の雪まつり

が8月14日行われます。

　今年から会場が変更になり、駐車場のすぐそば（管理棟の前）で

いろいろなイベントが行われます。

　当日は人と車で駐車場付近が相当混雑すると思いますので、係の

人の指示に従い事故のないようご協力をお願いします。

　　　　　イベント内容及び日程

◎雪上馬そりリレー（4人1組）……………一・一11：00～11：30

◎雪上綱引き大会（男3人・女2人で1組）………H：30～12：30

◎雪上がまん大会…………一…・一…………一・一12＝30～13：00

◎雪上早飲みリレー（3人1組で大人はビール大瓶、

　　　　　　　　　子供はサイダー）……………13：00～13：30

◎雪上雪積みリレー（3人1組）………一一…・…13：30～14：00

◎ジャンボ岩魚のつかみどり（子供に限る）………14：00～15：00

◎お楽しみ抽選会・雪上開放タイム…………一…・・15：00～15：30

　　　　　　　送迎バス運行表

1号車　小谷10時～堺松～新山～農協スタンド～湯山公会堂～温泉

　　　入口～農協松里支所～天水越集会所～大厳寺高原

2号車　中尾集会所9時50分～藤倉集会所～布川防雪センター～下

　　　蝦池大宝神社～五十子平入口～橋詰久瀬屋前～大厳寺高原

3号車　旧黒倉分校10時～小川屋～農協浦田支所～飯塚建設～月池

　　　入口～田麦立入口～台門橋～大厳寺高原

◎帰りは3台とも大厳寺高原を午後3時ごろ出発します。
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号
の
答
え

b
叢

　詰碁の解答を募集してい

ます。8月27日までにハガ

キなどで広報担当まで

正解者には粗品を進呈

ザ

正解者

　村山　　伸（湯　本

　久保田光栄（天水島

　高沢　哲治（豊　田

　
こ
の
問
題
は
、
追
い
落
し
を
利
用
し
て
生
き
を
図
る
も
の
で

す
が
、
黒
1
の
ホ
ウ
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込
み
を
打
つ
の
が
大
切
で
す
。
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2
の
取
り
の
と
き
、
黒
3
（
ま
た
は
a
）
と
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め
ま
す
。

追
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落
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を
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ぐ
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に
は
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の
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り
は
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要
で
、
そ
こ
で
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で
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。
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♪
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　　　　爾籍

　　　りす組

たかはしけんごくん

　（天水島　里島屋）
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蛾

▼
7
月
の
で
き
ご
と

曜閉庁
8日・22日
12日・26日

　
　
月
月

土
8
9

※出生・死亡・婚姻の届はできます

　　りす組

さとうまみさん

（天水島せぎ）

おめでた（鵬）
　　　　　　　　　　　　　　　　（生年月日）

竜一ちゃん　高橋　誠さんの長男

　　　　　（天水島）治善　　　　4・7・11

美穂ちゃん　南雲克美さんの長女

　　　　　（西之前）もんにん　　4・7・18

窃《摯み（死亡）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（死亡年月日

竹内フミ子さん　80歳（坂中）　親家　　　4・7・3

田辺ミサオさん　80歳（松之山）沢田屋　　4・7・8

村山作一さん　　66歳（橋詰）　あっち村　4・7・14

山岸カウさん　　77歳（新山）　大下　　　4・7・15

山岸イトさん　　82歳（新山）　向山　　　4・7・26

※7月1日から31日までの届出分です。

30　28　26　23　21　16　15　14　　7　　6　　5　　4

日日日日日日日日日日日日
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O．

》

な
が
な
わ
と
び
大
会

町
消
防
大
会

選
挙
管
理
委
員
会

交
通
安
全
フ
ェ
ア

町
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

議
会
臨
時
会

綱
引
き
大
会

献
血
（
役
場
）

選
挙
管
理
委
員
会

参
議
院
議
員
選
挙
投
票
日

学
童
親
善
水
泳
大
会

農
業
委
員
会
総
会

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
会
議

▼
8
月
1
1
日
～
9
月
1
0
日
の
予
定

231412
日　日　日

25
日

302726
日　日　日32日日

デ
イ
・
ケ
ア

真
夏
の
雪
ま
つ
り

町
民
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会郡
高
齢
者
ス
端
ー
ツ
大
会

　
（
町
民
体
育
館
）

リ
ハ
ビ
リ
教
室
（
さ
わ
や
か
）

文
化
協
会
1
0
周
年
記
念
式
典

県
ブ
ナ
林
自
然
観
察
会

　
（
大
厳
寺
高
原
）

リ
ハ
ビ
リ
教
室
（
す
こ
や
か
）

人
権
相
談
・
行
政
相
談

　
　
　
　
　
編
集
後
記

　
毎
年
七
月
の
最
終
日
曜
日
に
開
催

さ
れ
て
い
た
町
民
体
育
大
会
が
、
参

議
院
議
員
選
挙
の
た
め
八
月
の
第
一

日
曜
日
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　
暑
さ
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
曇
り

空
の
た
め
暑
く
も
寒
く
も
な
く
、
選

手
の
皆
さ
ん
は
気
持
ち
良
い
汗
を
か

い
て
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
八
月
は
夏
休
み
期
間
で
、

お
盆
前
後
に
は
帰
省
客
な
ど
で
町
の

人
口
が
倍
増
し
ま
す
。

　
ま
た
、
子
供
を
連
れ
て
旅
行
や
ド

ラ
イ
ブ
に
出
か
け
る
家
庭
も
多
い
と

思
い
ま
す
。

　
夏
の
暑
さ
に
よ
る
疲
労
を
さ
け
、

余
裕
の
あ
る
運
転
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。
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雪で良く冷されたサイダーを長いストローで飲みました（真夏の雪まっり）
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